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【収益的収入及び支出】
Ⅰ病院事業収益

１医業収益

⑴診療収益

入院収益

外来収益

２医業外収益

３特別利益

Ⅱ病院事業費用

１医業費用

⑴給与費

⑵材料費

⑶経費

⑷その他

２医業外費用

３特別損失

４予備費

【資本的収入及び支出】
Ⅰ資本的収入

１企業債

２出資金
３補助金
４固定資産売却収入

５寄附金ほか
Ⅱ資本的支出

１建設改良費
２投資

３企業債償還金
４長期借入償還金

【欠損金及び不良債務等】

【患者数等の状況】
年間 １日平均 年間 １日平均 年間 １日平均 年間 １日平均

一 般 62,050 170 55,799 153 55,601 152 △198 △1

精 神 10,950 30 10,555 29 10,078 28 △477 △1

計 73,000 200 66,354 182 65,679 180 △675 △2

134,552 556 130,458 539 132,107 546 1,649 7

不良債務残高 743,567 577,361 459,295 △118,066 

（単位：千円、税抜）

130,011 

△173,339 
175,560 

11,732,785 

293,165 423,176 

0 

1,054,994 

0 

0 

△15,584 

0 

173,340 

令和３年度江別市病院事業会計決算の概要
最終予定額(A) 決算額(B) 比較(B)-(A)当初予定額

172,015 

1,819,187 

6,704,616 

5,867,274 

4,714,837 

6,555,497 

5,801,640 

5,152,335 

3,333,148 

1,603,629 

6,788,877 

5,866,150 

4,728,807 

3,087,413 

区　　　　分

777,684 

区　　　　分

収益的収支差し引き

資本的収支差し引き

⑶その他医業収益

3,770,540 

6,389,120 

3,801,769 

5,000 

6,677,479 

0 

322,700 

975,028 

1,187,510 

456,042 

  (うち減価償却費)

682,967 

70,890 

477,290 

70,890 

1,225,322 

456,042 

991,356 

145,833 

1,006,604 

766,452 

897,207 885,492 

(420,114)

3,111,208 

851,937 

70,790 

6,608,103 

6,322,419 

1,641,394 

145,987 

3,801,768 

6,380,340 

6,698,087 

病  床
利用率
（％）

精  神 81.1

1,190,283 

728,736 

△104,921 

728,736 

664,450 

728,736 

△95,002 

0 

477 

174,245 

△104,921 

△35,039 

△79,700 

△195 454,789 

△11,166 444,876 

(633)

△5,000 

454,984 

6,529 

△0.8        

患者数
(人)

入 院

外　来

一  般

（単位：千円、税込）

△25,381 

△1,682 

累積欠損金
純損益

254,600 

0 0 

104,455 

1,393,186 

△125,179 2,220 

153,838 

84,261 

⑵公衆衛生活動収益

12,033,523 

計

△0.2        

11,906,124 

559,529 

477 

単年度資金収支額

85,485 

△100 

△89,984 

△57,921 

△1 

△11,715 

（単位：千円、税込）

317,859 

0 0 

302,275 

(419,481)

0 

0 

206,610 

180,774 

1,012,141 

106,137 100,937 

(419,481)

76.6 69.7 68.9

68.2 68.0

74.6

75.9

78.2

△1,124 

13,970 

△23,795 

37,765 

154 

△15,248 

△3.6        

181,229 

1,288,265 
326,258 

5,000 

△121,982 

454,984 

182,422 

1,107,143 
334,300 

△277,310 

0 

△286,043 

0 0 0 0 

△276,124 9,919 

－5－



新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
係

る
国

及
び

道
か

ら
の

補
助

金
、

交
付

金
の
内

訳
（

令
和

３
年

度
決

算
）

（
単

位
：

円
）

 
 
〇

収
益

的
収

入
7
1
1
,
5
9
0
,
1
0
1

 
 
医

業
収
益

6
2
5
,
2
6
6
,
0
00

補
助

金
名

申
請

先
対

象
経

費
見

込
額

令
和

３
年

度
　

感
染

症
病

床
確

保
促

進
事

業
費

補
助
金

北
海

道
人

件
費

（
病

床
体

制
）

6
2
5
,
2
6
6
,
0
00

 
 
医

業
外

収
益

8
6
,
3
2
4
,
1
01

補
助

金
名

申
請

先
対

象
経

費
見

込
額

令
和

３
年

度
　

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

患
者

等
入

院
受

入
医

療
機

関
緊

急
支

援
事

業
補
助

金
厚

生
労

働
省

人
件

費
、

経
費

4
1
,
4
8
0
,
0
00

令
和

３
年

度
　

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

感
染

拡
大

防
止

・
医

療
提

供
体

制
確

保
支

援
補
助

金
厚

生
労

働
省

経
費

3
,
2
6
0
,
2
95

令
和

３
年

度
　

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

感
染

拡
大

防
止

継
続

支
援

補
助
金

厚
生

労
働

省
経

費
1
0
0
,
0
00

令
和

３
年

度
　

感
染

症
医

療
提

供
体

制
整

備
事
業

（
発

熱
者

等
診

療
・

検
査

医
療

機
関

設
備

整
備

事
業

費
）

補
助
金

北
海

道
材

料
費

1
3
,
8
3
0
,
0
00

令
和

３
年

度
　

感
染

症
医

療
提

供
体

制
整

備
事
業

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
患

者
入

院
医

療
機

関
設

備
整

備
事

業
費

）
補

助
金

北
海

道
材

料
費

1
,
1
4
2
,
0
00

令
和

３
年

度
　

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
ワ

ク
チ

ン
接

種
体

制
支

援
事
業

（
個

別
接

種
促

進
の

た
め

の
支

援
）

支
援
金

北
海

道
人

件
費

2
0
,
9
6
3
,
6
10

Ｐ
Ｃ

Ｒ
等

検
査

無
料

化
推

進
事

業
費

補
助
金

北
海

道
材

料
費

5
,
5
4
8
,
1
96

　
〇

資
本

的
収

入
3
0
2
,
2
7
4
,
7
0
5

 
 
補

助
金

3
0
2
,
2
7
4
,
7
05

補
助

金
名

申
請

先
対

象
経

費
見

込
額

令
和

３
年

度
　

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

患
者

等
入

院
受

入
医

療
機

関
緊

急
支

援
事

業
補
助

金
厚

生
労

働
省

医
療

機
器

等
購

入
費

3
,
5
2
0
,
0
00

令
和

３
年

度
　

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

感
染

拡
大

防
止

・
医

療
提

供
体

制
確

保
支

援
補
助

金
厚

生
労

働
省

医
療

機
器

等
購

入
費

1
3
,
8
3
9
,
7
05

令
和

３
年

度
　

感
染

症
医

療
提

供
体

制
整

備
事
業

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
重

点
医

療
機

関
等

設
備

整
備

事
業

）
補

助
金

北
海

道
医

療
機

器
等

購
入
費

2
6
0
,
3
5
8
,
0
00

令
和

３
年

度
　

感
染

症
医

療
提

供
体

制
整

備
事
業

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
患

者
入

院
医

療
機

関
設

備
整

備
事

業
費

）
補

助
金

北
海

道
医

療
機

器
等

購
入
費

8
,
2
2
8
,
0
00

令
和

３
年

度
　

感
染

症
検

査
機

関
等

設
備

整
備

費
補

助
金

北
海

道
医

療
機

器
等

購
入
費

1
6
,
3
2
9
,
0
00

－6－



〇
令

和
３

年
度

　
江

別
市

病
院

事
業
会

計
貸

借
対

照
表

（
要

旨
）

（
単

位
：

千
円

）

１
　

固
定

資
産

(
1
)
 
有

形
固

定
資

産
7
,
1
1
5
,
9
4
8
３

　
固

定
負

債
(
1
)
 
企

業
債

3
,
8
3
3
,
0
8
7

(
2
)
 
無

形
固

定
資

産
8
5
3

(
2
)
 
他

会
計

借
入

金
2
,
2
7
5
,
5
6
2

(
3
)
 
投

資
そ

の
他

の
資

産
1
,
0
8
0

(
3
)
 
引

当
金

1
5
1
,
3
2
3

合
計

7
,
1
1
7
,
8
8
1

固
定

負
債

合
計

6
,
2
5
9
,
9
7
2

２
　

流
動

資
産

(
1
)
 
現

金
預

金
3
8
4
,
4
0
0
４

　
流

動
負

債
(
1
)
 
一

時
借

入
金

1
,
2
0
0
,
0
0
0

(
2
)
 
未

収
金

1
,
2
0
7
,
0
4
9

(
2
)
 
企

業
債

6
8
0
,
9
3
6

(
3
)
 
貯

蔵
品

1
1
,
0
2
1

(
3
)
 
未

払
金

6
2
2
,
3
5
5

合
計

1
,
6
0
2
,
4
7
0

(
4
)
 
引

当
金

2
1
6
,
4
3
7

(
5
)
 
預

り
金

2
2
,
9
7
4

流
動

負
債

合
計

2
,
7
4
2
,
7
0
2

５
　

繰
延

収
益

4
8
4
,
6
4
9

〇
負

債
合

計
9
,
4
8
7
,
3
2
3

６
　

資
本

金
1
0
,
9
1
9
,
2
3
5

７
　

剰
余

金
(
1
)
 
資

本
剰

余
金

4
6
,
5
7
8

(
2
)
 
欠

損
金

△
 
1
1
,
7
3
2
,
7
8
5

剰
余

金
合

計
△

 
1
1
,
6
8
6
,
2
0
7

〇
資

本
合

計
△

 
7
6
6
,
9
7
2

〇
資

産
合

計
8
,
7
2
0
,
3
5
1
〇

資
本

負
債

合
計

8
,
7
2
0
,
3
5
1

負
債

の
部

資
本

の
部

資
産

の
部

－7－



〇
キ

ャ
ッ

シ
ュ

・
フ

ロ
ー

（
現

金
の

流
れ

）
の

経
年

比
較

（
単

位
：

千
円

）

令
和

２
年

度
（

①
）

令
和

３
年
度

（
②
）

比
較

（
②

－
①

）

１
　

業
務

活
動

に
よ

る
キ

ャ
ッ

シ
ュ

・
フ

ロ
ー

当
年

度
純

損
益

△
 
7
1
6
,
8
9
5

17
5
,
5
6
0

8
9
2
,
4
5
5

減
価

償
却

費
4
9
8
,
3
8
5

42
0
,
1
1
4

△
 
7
8
,
2
7
1

引
当

金
の

増
減

等
1
4
3
,
2
4
0

△
 
31
0
,
7
0
6

△
 
4
5
3
,
9
4
6

合
計

△
 
7
5
,
2
7
0

28
4
,
9
6
8

3
6
0
,
2
3
8

２
　

投
資

活
動

に
よ

る
キ

ャ
ッ

シ
ュ

・
フ

ロ
ー

有
形

固
定

資
産

の
取

得
△

 
2
5
6
,
9
6
9

△
 
50
8
,
6
6
3

△
 
2
5
1
,
6
9
4

有
形

固
定

資
産

の
売

却
に

よ
る

収
入

0
4
3
4

4
3
4

補
助

金
に

よ
る

収
入

9
7
,
9
6
4

27
4
,
8
0
9

1
7
6
,
8
4
5

合
計

△
 
1
5
9
,
0
0
5

△
 
23
3
,
4
2
0

△
 
7
4
,
4
1
5

３
　

財
務

活
動

に
よ

る
キ

ャ
ッ

シ
ュ

・
フ

ロ
ー

一
時

借
入

れ
3
,
2
5
0
,
0
0
0

2
,
50
0
,
0
0
0

△
 
7
5
0
,
0
0
0

一
時

借
入

金
の

返
済

△
 
3
,
4
0
0
,
0
0
0

△
 
2
,
55
0
,
0
0
0

8
5
0
,
0
0
0

建
設

改
良

企
業

債
に

よ
る

収
入

1
8
3
,
2
0
0

25
4
,
6
0
0

7
1
,
4
0
0

建
設

改
良

企
業

債
の

償
還

△
 
8
0
4
,
1
5
9

△
 
72
8
,
7
3
6

7
5
,
4
2
3

特
別

減
収

対
策

企
業

債
に

よ
る

収
入

6
0
7
,
5
0
0

0
△

 
6
0
7
,
5
0
0

一
般

会
計

借
入

金
に

よ
る

収
入

0
0

0

一
般

会
計

借
入

金
の

返
済

0
0

0

他
会

計
か

ら
の

出
資

4
8
9
,
3
4
6

45
4
,
7
8
9

△
 
3
4
,
5
5
7

合
計

3
2
5
,
8
8
7

△
 6
9
,
3
4
7

△
 
3
9
5
,
2
3
4

9
1
,
6
1
2

△
 
1
7
,
7
9
9

△
 
1
0
9
,
4
1
1

3
1
0
,
5
8
7

4
02
,
1
9
9

9
1
,
6
1
2

4
0
2
,
1
9
9

3
84
,
4
0
0

△
 
1
7
,
7
9
9

項
目

４
　

資
金

増
減

額

５
　

資
金

期
首

残
高

６
　

資
金

期
末

残
高

－8－



-2
00

,0
00

-1
00

,0
000

10
0,
00

0

20
0,
00

0

30
0,
00

0

40
0,
00

0

50
0,
00

0

60
0,
00

0

70
0,
00

0

令
和

３
年

度
収

支
改

善
の

要
因

分
析

①
（令

和
３

年
度

当
初

予
算

と
決

算
の

比
較

）
Ｒ
３
当

初
予

算

純
損

益

△
12

5
,1
7
9

材
料
費

抑
制

効
果
等

89
,
53

6

Ｒ
３

決
算

純
損

益

17
5,

5
60

委
託
料

の
減

1
1,
27

4

入
院

収
益

△
24
5
,
7
36

コ
ロ

ナ
関
連

補
助

金

60
9
,0
4
4

外
来

収
益

△
1
7
7
,7

93

そ
の

他

6
5,

27
1

給
与

費
の
増

△
3
1,

22
9

（
単

位
：
千

円
）

Ｐ
Ｃ

Ｒ
等

△
1
9,
62

8

－9－



-8
00

,0
00

-6
00

,0
00

-4
00

,0
00

-2
00

,0
000

20
0,
00

0

40
0,
00

0

令
和

３
年

度
収

支
改

善
の

要
因

分
析

②
（
令

和
２

年
度

実
績

と
令

和
３

年
度

実
績

と
の

比
較

）
Ｒ

２
実

績

純
損

益

△
71

6
,8
9
5

材
料

費
の
増

△
10
,6

1
5

Ｒ
３

実
績

純
損

益

17
5
,5
6
0

委
託

料
の
減

23
,
86

6

入
院

収
益

1
85
,4
1
7

コ
ロ

ナ
関

連

補
助

金

4
93

,4
3
5

外
来
収

益

81
,
30

9

そ
の

他

1
44
,
1
08

給
与

費
の
増

△
14

5
,4

5
4（
単

位
：
千

円
）

Ｐ
Ｃ

Ｒ
等

1
20
,
3
89

－10－



-1
,2
00

,0
00

-1
,0
00

,0
00

-8
00

,0
00

-6
00

,0
00

-4
00

,0
00

-2
00

,0
000

20
0,
00

0

40
0,
00

0

60
0,
00

0

令
和

３
年

度
収

支
改

善
の

要
因

分
析

③

（
令

和
元

年
度

実
績

と
令

和
３

年
度

実
績

の
比

較
）

Ｒ
元

実
績

純
損

益

△
1,

08
1,

20
8

材
料

費

増
加

抑
制
等

4
2,
4
86

Ｒ
３

実
績

純
損

益

1
75

,5
60

委
託

料
の
減

38
,0

48

入
院

収
益

3
60

,4
14

外
来

収
益

△
44

,6
35

そ
の

他

1
81

,3
79

給
与

費
の
増

△
15

2,
9
03

（
単

位
：
千

円
）

コ
ロ

ナ
関
連

補
助

金

7
11

,5
90

Ｐ
Ｃ

Ｒ
等

12
0,

38
9

－11－



◎
令

和
３

年
度

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
分

析
に

つ
い
て

●
感

染
症

病
床

確
保

促
進

事
業

費
補

助
金

の
内
訳

（
単

位
：

円
）

確
保

病
床

数
補

助
単

価
入

院
単

価
（

一
般

）
補

助
単

価
と

補
助

金
入

院
収

益
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

（
年

間
延

）
（

Ｒ
３

年
度

実
績

）
（

Ｒ
３

年
度

実
績

）
入

院
単

価
の

差
額

合
計

補
て

ん
相

当
分

相
当

分

①
②

③
④

（
②

－
③

）
①

×
②

①
×

③
①

×
④

稼
働

病
床

（
8
床

）
Ｈ

Ｃ
Ｕ

1
,
2
6
2

2
1
1
,
0
0
0

5
0
,
8
5
1

1
6
0
,
1
4
9

2
6
6
,
2
8
2
,
0
0
0

6
4
,
1
7
3
,
9
6
2

2
0
2
,
1
0
8
,
0
3
8

Ｈ
Ｃ

Ｕ
2
2
0

2
1
1
,
0
0
0

5
0
,
8
5
1

1
6
0
,
1
4
9

4
6
,
4
2
0
,
0
0
0

1
1
,
1
8
7
,
2
2
0

3
5
,
2
3
2
,
7
8
0

上
記

以
外

4
,
3
8
0

7
1
,
0
0
0

5
0
,
8
5
1

2
0
,
1
4
9

3
1
0
,
9
8
0
,
0
0
0

2
2
2
,
7
2
7
,
3
8
0

8
8
,
2
5
2
,
6
2
0

合
計

（
2
0
床

）
5
,
8
6
2

6
2
3
,
6
8
2
,
0
0
0

2
9
8
,
0
8
8
,
5
6
2

3
2
5
,
5
9
3
,
4
3
8

※
Ｈ

Ｃ
Ｕ

～
ハ

イ
ケ

ア
ユ

ニ
ッ

ト
の

略
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

患
者

へ
の

対
応
の
た

め
、

常
時

、
患

者
４

名
に

対
し

て
看

護
師

を
１

名
を

配
置

す
る

体
制

を
確

保
。

※
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

相
当

分
は

、
当

院
の

入
院

単
価

（
一

般
）

の
実

績
を

踏
ま

え
、

「
重
点
医

療
機

関
」

と
し

て
の

受
入

体
制

確
保

に
対

す
る

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
分

と
し

て
試

算

●
診

療
収

益
へ

の
影

響
額

試
算

（
単

位
：
円

）

Ｒ
３

年
度

実
績

減
収

率
想

定
収

益
診

療
収

益
の

減
少

分

①
②

③
〔

①
÷

（
１

－
②

）
〕

③
－

①

入
院

収
益

3
,
0
8
7
,
3
6
1
,
7
0
5

△
8
.
1
%

3
,
3
5
9
,
4
7
9
,
5
4
8

2
7
2
,
11
7
,
8
4
3

外
来

収
益

1
,
6
3
1
,
0
8
2
,
3
0
9

△
5
.
6
%

1
,
7
2
7
,
8
4
1
,
4
2
9

9
6
,
75
9
,
1
2
0

合
計

4
,
7
1
8
,
4
4
4
,
0
1
4

5
,
0
8
7
,
3
2
0
,
9
7
7

3
6
8
,
87
6
,
9
6
3

※
減

収
率

は
、

全
国

自
治

体
病

院
協

議
会

「
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

よ
る

影
響
等
実

態
調

査
」

（
２

０
２

１
年

１
月

３
１

日
時

点
調

査
）

に
基

づ
く

試
算

※
想

定
収

益
は

、
減

収
率

を
基

に
し

て
算

出
し

た
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影
響
が

な
か

っ
た

と
仮

定
し

た
場

合
の

試
算

値

●
純

損
益

へ
の

影
響

額
試
算

〇
パ

タ
ー

ン
１

（
単

位
：

円
）

（
単

位
：

円
）

Ｒ
３

年
度

補
助

金
イ

ン
セ

ン
Ｒ

３
年

度
Ｒ

３
年

度

【
純

損
益

】
テ

ィ
ブ

相
当

分
【

修
正

純
損

益
Ａ

】
【

当
初

計
画

純
損

益
】

①
②

①
－

②

1
7
5
,
5
5
9
,
8
0
7

3
2
5
,
5
9
3
,
4
3
8

△
 
1
5
0
,
0
3
3
,
6
3
1

△
 
1
2
5
,
1
7
9
,
0
0
0

※
Ｒ

３
年

度
の

純
損

益
か

ら
、

感
染

症
病

床
確

保
促

進
事

業
費

補
助

金
の

イ
ン

セ
ン

テ
ィ
ブ
相

当
分

を
控

除

〇
パ

タ
ー

ン
２

（
単

位
：
円

）

Ｒ
３

年
度

補
助

金
診

療
収

益
の

減
少

分
材

料
費

の
減

少
分

Ｒ
３

年
度

【
純

損
益

】
合

計
【

想
定

値
】

【
想

定
値

】
【

修
正

純
損

益
Ｂ

】

①
②

③
④

（
③

×
1
5
.
1
％

）
①

－
②

＋
③

－
④

1
7
5
,
5
5
9
,
8
0
7

6
2
3
,
6
8
2
,
0
0
0

3
6
8
,
8
7
6
,
9
6
3

5
5
,
7
0
0
,
4
2
1

△
 
1
3
4
,
9
4
5
,
65
1

※
Ｒ

３
年

度
の

純
損

益
か

ら
、

感
染

症
病

床
確

保
促

進
事

業
費

補
助

金
（

合
計

）
を

控
除
し
、

診
療

収
益

へ
の

影
響

額
を

考
慮

区
分

休
止

病
床

（
1
2
床

）

－12－



東
５

病
棟

　
地

域
包

括
西

５
病

棟
東

５
病

棟
　

地
域

包
括

西
５

病
棟

稼
働

：
４

４
床

稼
働

：
４

８
床

稼
働

：
４

０
床

（
△

４
床

）
稼

働
：
４

８
床

（
増

減
な

し
）

目
標

：
３

６
人

目
標

：
３

２
人

目
標

：
３

４
人

目
標

：
３

３
人

内
科

、
整

形
、

そ
の

他
内

科
、

循
環

器
内

科
、

整
形

、
そ

の
他

内
科

、
循

環
器

東
４

病
棟

西
４

病
棟

東
４

病
棟

西
４

病
棟

稼
働

：
４

４
床

稼
働

：
４

０
床

稼
働

：
３

６
床

（
△

８
床

）
稼

働
：
４

０
床

（
増

減
な

し
）

目
標

：
３

２
人

目
標

：
３

６
人

目
標

：
３

１
人

目
標

：
３

９
人

整
形

、
小

児
外

科
、

消
化

器
、

泌
尿

器
整

形
、

小
児

外
科

、
消

化
器

、
泌

尿
器

東
３

病
棟

　
休

棟
西

３
病

棟
東

３
病

棟
　

コ
ロ

ナ
西

３
病

棟

稼
働

：
０

床
稼

働
：
４

８
床

割
当

：
２

０
床

稼
働

：
４

０
床

（
△

８
床

）

目
標

：
３

５
人

稼
働

：
８

床
、

空
床

：
１

２
床

目
標

：
３

３
人

産
婦

人
科

、
小

児
、

眼
科

産
婦

人
科

、
小

児
、

眼
科

耳
鼻

科
、

麻
酔

耳
鼻

科
、

麻
酔

南
１

病
棟

　
精

神
合

計
南

１
病

棟
　

精
神

合
計

稼
働

：
３

７
床

稼
働

：
２

６
１

床
（
空

床
：
０

）
稼

働
：
３

７
床

稼
働

：
２

６
１

床
（
空

床
：
１

２
床

）

目
標

：
２

５
人

目
標

：
１

９
６

床
目

標
：
３

０
人

目
標

：
２

０
０

床

※
休

止
：
７

６
床

※
休

止
：
７

６
床

令
和

３
年

度
病

棟
配

置
の

状
況

令
和

２
年

４
月

（
コ

ロ
ナ

対
応

前
）

令
和

４
年

３
月

－13－



令
  

和
令

  
和

令
  

和
平

  
成

平
 
 成

３
年
度

２
年
度

元
年
度

30
年

度
2
9年

度

固
定

資
産

総
 
資

 
産

固
定

負
債

総
 
資

 
本

自
己

資
本

総
 
資

 
本

固
定

資
産

自
己

資
本

＋
固

定
負
債

固
定

資
産

自
己

資
本

※
算

式
欄

に
お

け
る

用
語

は
次

の
と

お
り

で
あ

る
。

総
資

産
＝

固
定

資
産

＋
流

動
資

産
　

　
　

総
資
本

＝
資

本
＋

負
債

　
　

　
自

己
資

本
＝

資
本

金
＋

剰
余

金
＋

繰
延

収
益

　
総

資
本
の
う

ち
長

期
負

債
が

占
め

る
割

合
を

示
す
。

企
業

の
長

期
的

安
定

性
を

測
定

す
る

た
め

に
用

い
、

こ
の

比
率
の
小

さ
い

方
が

望
ま

し
い
。

×
10

0

〇
経

営
分

析
表

（
貸

借
対

照
表

及
び

収
益

性
の

分
析

）

分
　

析
　

項
　
目

比
　

　
率

（
％
）

算
　

　
　
式

説
　

　
　
明

　
総

資
産
の
う

ち
固

定
資

産
が

占
め

る
割

合
を

示
す
。

固
定

資
産

の
増

大
は

固
定

費
の

増
加

並
び

に
資

金
の

固
定

化
を
も
た

ら
す
。

こ
の

比
率

の
大

き
い

こ
と

は
公

営
企

業
の

特
徴

で
あ

る
が

、
小
さ
い

方
が

望
ま

し
い
。

構 成 比 率

固
定

資
産

構
成

比
率

8
1.

6
8
7.

7
9
0
.0

89
.0

×
10

0

固
定

負
債

構
成

比
率

7
1.

8
7
7.

9
6
9
.1

66
.3

8
5.

4

7
9.

9

財 務 比 率

固
定

資
産

の
調

達
が

自
己

資
本

と
固

定
負

債
（

企
業

債
等

）
の

範
囲

で
行

わ
れ

る
べ

き
で

あ
る

と
の

立
場

か
ら

10
0％

以
下

が
望

ま
し

い
。

　
総

資
本
の
う

ち
自

己
資

本
が

占
め

る
割

合
を

示
す
。

こ
の

比
率

が
高

い
ほ

ど
企

業
の

安
定

を
増

す
こ

と
を

示
す
。

　
50

％
以
上
が

望
ま

し
い
。

自
己

資
本

構
成

比
率

△
 
3.

2
△

 1
2.

3
△

 
5
.0

2
.5

×
10

0
△

 1
4.

1

固
定

資
産

は
自

己
資

本
に

よ
っ

て
賄

わ
れ

る
べ

き
で

あ
る

と
す

る
企

業
財

政
上

の
原

則
か

ら
10

0
％

以
下

が
望

ま
し

い
が

、
公

益
事

業
の

場
合

1
00

％
以

上
で

あ
っ

て
も

財
政
的
に

不
安

で
あ

る
と

は
い

え
な

い
。

固
定

比
率

△
 
2,
5
21

.2
△

 7
10

.0
△

 1
,7

89
.
9

3,
61

0.
5

×
10

0
△

 6
06

.0

×
10

0
固

定
資

産
対

長
期

資
本

比
率

(
固

定
長

期
適

合
率

)

1
29

.5
14

0
.5

13
3.

8
12

9.
8

1
1
9.
1
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令
  

和
令

  
和

令
  

和
平

  
成

平
 
 成

３
年
度

２
年
度

元
年
度

30
年

度
2
9年

度

流
動

資
産

流
動

負
債

現
金

預
金

＋
未

収
金

-
貸

倒
引

当
金

流
動

負
債

現
金

預
金

流
動

負
債

医
業

収
益

医
業

費
用

流
動

負
債

に
対

す
る

現
金

預
金

の
割

合
で

、
即

時
支

払
能

力
を
み
る

。
　

20
％

以
上
が

望
ま

し
い
。

現
金

比
率

1
4.

0
1
0.

8
3
.5

4
2.

6
流

動
比

率
5
8.

4
3
5.

8
2
7
.8

（
当

座
比

率
）

酸
性

試
験

比
率

当
座

資
産

（
現

金
・

預
金

・
未

収
金

）
と

流
動

負
債

と
の

対
比
で
支

払
能

力
を

み
る
。

　
10

0％
以

上
が

望
ま

し
い
。

5
8.

0
3
5.

3
2
7
.0

33
.9

×
10

0

医
業

収
益

の
医

業
費

用
に

対
す

る
割

合
で

医
業

活
動

の
能

率
を
示
す

。
　

10
0％

以
上

が
望

ま
し

い
。

　
収

益
と
費
用

の
相

対
的

な
関

連
性

を
示

す
。

　
こ

の
比
率
が

高
い

ほ
ど

企
業

の
効

率
性

を
示

す
。

1
00

％
以

上
の

場
合

、
純

利
益

を
計

上
し

て
い

る
こ

と
を

表
す
。

収 益 率

総
 
収

 
益

×
10

0

×
10

0
（

医
業

収
益

対
医

業
費

用
比

率
）

医
業

収
支

比
率

（
総

収
益

対
総

費
用

比
率

）

総
収

支
比

率

86
.2

7
8
.4

7
7.

6
8
3.

2
9
4.

6

90
.3

8
3
.5

8
3.

4
8
8.

9
1
0
2.
7

4
2.

2

1
4.

3

総
 
費

 
用

35
.1

×
10

0

5
.4

×
10

0

分
　

析
　

項
　
目

比
　

　
率

（
％
）

算
　

　
　
式

説
　

　
　
明

１
年

以
内

に
現

金
化

で
き

る
資

産
と

１
年

以
内

に
支

払
わ

ね
ば

な
ら

な
い

負
債

と
の

対
比

で
、

支
払

能
力

を
み

る
。

　
一

般
的
に
は

2
00

％
以

上
が

望
ま

し
い
。

財 務 比 率
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市
立

病
院

の
経

営
再

建
に

向
け

た
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
～

主
要

な
取

組
項

目
～

　
【

進
捗

管
理

表
】

【
〇

印
は

、
追

加
・

変
更

し
た

項
目
】

Ｒ
１

実
績

Ｒ
２

実
績

Ｒ
３

目
標

令
和

３
年

度
 第

４
四

半
期

ま
で

の
取

組
状
況

Ｒ
２

自
己

評
価

Ｒ
３

自
己

評
価

(1
) 

市
立

病
院

が
担

う
べ

き
医

療
の

重
点
化

◆
目

標
患

者
数

（
１

日
平

均
）

・
入

院
患

者
数

（
人
）

1
73

.1
18

1.
5

2
00

R
3.

4～
R
4.

3月
 
一

般
15

2.
3人

　
精

神
2
7.

6人
　

計
1
79

.9
人

　
 
  

（
計

画
　

一
般

17
0.

0人
　

精
神

3
0.

0人
　

計
2
00

.0
人
）

※
計

画
値

を
下

回
り

、
昨

年
度

実
績

と
ほ

ぼ
同

様
で

あ
る
。

※
重

点
医

療
機

関
の

指
定

に
よ

り
、

陽
性

患
者

用
の

病
床

を
確

保
（
20

床
（

う
ち

稼
働

8床
)
)

※
８

月
の

入
院

患
者

の
コ

ロ
ナ

感
染

発
生

に
よ

り
新

規
入

院
を

一
時

制
限

※
引

き
続

き
、

救
急

患
者

の
受

入
れ

等
を

進
め

、
患

者
数

の
増

加
を

図
る
。

Ｃ
Ｃ

・
外

来
患

者
数

（
人
）

5
60

.3
50

4.
0

5
56

R
3.

4～
R
4.

3月
 
一

般
45

8.
4人

　
精

神
8
7.

5人
　

計
5
45

.9
人

 
 　

 
（

計
画

  
一

般
47

0.
0人

　
精

神
8
6.

0人
　

計
5
56

.0
人
）

※
計

画
値

と
ほ

ぼ
同

様
で

、
昨

年
度

実
績

を
上

回
っ

て
い

る
。

※
検

温
ト

リ
ア

ー
ジ

の
実

施
、

発
熱

者
専

用
ス

ペ
ー

ス
、

健
診

セ
ン

タ
ー

設
置

な
ど

、
新

型
コ

ロ
ナ

対
策

の
徹

底
に

よ
り

、
外

来
患

者
が

回
復

し
て

い
る
。

※
R
2
上

半
期

 
4
9
2
.
6
人

 
⇒

 
R
2
下

半
期

 
5
1
5
.
5
人

 
⇒

 
R
3
上

半
期

 
5
3
9
.
1
人

⇒
 
R
3
 
下

半
期

5
5
2
.
8
人

Ｃ
Ｂ

◆
目

標
診

療
単

価
（

患
者

１
人

当
た

り
）

・
入

院
単

価
（

円
）

4
3,

04
7

43
,8

10
45

,6
60

R
3.

4～
R
4.

3月
　

一
般

5
0,

85
1円

　
精

神
2
5,

80
8円

　
計

4
7,
0
08

円
 
  

  
（

計
画

　
 一

般
4
9,

25
2円

　
精

神
2
5,

30
0円

　
計

4
5,
6
60

円
)

※
計

画
値

、
昨

年
度

実
績

を
上

回
っ

て
い

る
。

※
Ｄ

Ｐ
Ｃ

運
用

の
最

適
化

等
に

取
り

組
み

、
単

価
向

上
を

図
る
。

Ｃ
Ｂ

・
外

来
単

価
（

円
）

1
2,

48
7

12
,7

38
13

,5
20

R
3.

4～
R
4.

3月
 
 一

般
1
3,

31
3円

　
精

神
 
7,

76
8円

　
計

1
2,
4
25

円
 
  

　
（

計
画

　
 一

般
1
4,

36
6円

　
精

神
 
8,

90
0円

　
計

1
3,
5
20

円
)

※
計

画
値

、
昨

年
度

実
績

を
下

回
っ

て
い

る
。

※
健

診
業

務
の

強
化

、
Ｄ

Ｐ
Ｃ

運
用

の
最

適
化

等
に

取
り

組
み

、
単

価
向

上
を

図
る
。

Ｃ
Ｃ

主
要

な
取

組
項

目

〇
自
己

評
価

に
つ

い
て

「
Ａ

」
・

・
・

予
定

以
上

に
進

捗
し

て
い

る
（

目
標

以
上

の
成

果
が

上
が

っ
て

い
る

）
。

「
Ｂ

」
・

・
・

概
ね

予
定

通
り

進
捗

し
て

い
る

（
目

標
ど

お
り

の
成

果
が

上
が

っ
て

い
る

）
。

「
Ｃ

」
・

・
・

予
定

よ
り

進
捗

が
や

や
遅

れ
て

い
る

（
目

標
を

や
や

下
回

っ
て

い
る

）
。

「
Ｄ

」
・

・
・

予
定

よ
り

進
捗

が
遅

れ
て

い
る

（
目

標
を

下
回

っ
て

い
る

）
。
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Ｒ
１

実
績

Ｒ
２

実
績

Ｒ
３

目
標

令
和

３
年

度
 第

４
四

半
期

ま
で

の
取

組
状
況

Ｒ
２

自
己

評
価

Ｒ
３

自
己

評
価

主
要

な
取

組
項

目

①
医

療
機

能
の

方
向
性

・
≪

入
院

≫
札

幌
医

療
圏

の
病

院
と

連
携

し
、

回
復
期
の

患
者

を
受

入
れ

-
実

施
⇒

・
札

幌
医

療
圏

の
他

病
院

か
ら

回
復

期
の

患
者

受
入

を
継
続

Ｂ
Ｂ

・
≪

外
来

≫
「

開
放

型
病

床
」

の
導

入
（

地
域

全
体
の
医

療
の

質
の

向
上

）
-

準
備

⇒
・

関
係

機
関

(
医

師
会

)と
の

調
整

な
ど

、
「

開
放

型
病

床
」

導
入

に
向

け
た

取
り

組
み

を
実
施

Ｃ
Ｂ

・
≪

外
来

≫
医

療
資

源
を

地
域

で
共

有
・

活
用

す
る
取
組

-
連

携
強

化
⇒

・
「

重
点

医
療

機
関

」
と

し
て

、
地

域
の

関
係

機
関

と
連

携
し

、
コ

ロ
ナ

感
染

症
に

対
応

・
高

度
医

療
機

器
（

Ｃ
Ｔ

や
Ｍ

Ｒ
Ｉ

等
）

を
地

域
の

医
療

機
関

に
紹

介
、

利
用

を
推
進

　
～

「
地

域
医

療
連

携
だ

よ
り

」
で

、
令

和
３

年
３

月
に

導
入

し
た

Ｃ
Ｔ

の
Ｐ

Ｒ
を

実
施

・
「

江
別

市
医

療
介

護
連

携
推

進
協

議
会

」
へ

関
係

機
関

と
し

て
参
画

・
「

初
診

時
選

定
療

養
費

」
（

現
行

：
4
00

円
）

の
適

正
化

に
向

け
た

準
備

（
外

来
機

能
の
重

点
化

）

Ｃ
Ｂ

・
≪

在
宅

医
療

≫
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

体
制
強
化

-
体

制
強

化
⇒

・
コ

ロ
ナ

感
染

症
対

応
の

た
め

、
６

名
体

制
に

変
更

　
⇒

院
内

全
体

の
看

護
体

制
を

踏
ま

え
て

、
今

後
の

配
置

計
画

を
引

き
続

き
検
討

◆
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
と

精
神

科
訪

問
看

護
を

統
合

（
令

和
４

年
度

～
:８

名
体

制
）

Ｂ
Ｂ

②
５

疾
病

の
方

向
性

・
≪

が
ん

≫
「

北
海

道
が

ん
診

療
連

携
指

定
病

院
」
の
指

定
-

検
討

⇒
・

「
緩

和
ケ

ア
認

定
看

護
師

」
の

養
成

を
実
施

　
～

令
和

３
年

８
月

か
ら

、
養

成
学

校
に

看
護

師
１

名
を

派
遣

（
４

月
か

ら
E-

le
ar

ni
ng

）
Ｂ

Ｂ

③
５

事
業

の
方

向
性

・
≪

救
急

医
療

≫
輪

番
制

構
築

に
向

け
た

関
係

機
関
と
の

連
携

強
化

-
連

携
強

化
⇒

・
コ

ロ
ナ

感
染

症
の

重
点

医
療

機
関

と
し

て
、

医
師

会
感

染
症

対
策

関
係

者
会

議
に

参
画

、
地

域
の

医
療

機
関

と
連

携
し

て
対

応
を

強
化

・
輪

番
制

構
築

に
向

け
た

課
題

に
つ

い
て

、
関

係
機

関
と

情
報

交
換

を
実
施

⇒
コ

ロ
ナ

感
染

症
へ

の
対

応
状

況
を

考
慮

し
な

が
ら

、
引

き
続

き
、

医
師

会
や

民
間

医
療

機
関

と
意

見
交

換
を

進
め

る
。

Ｃ
Ｂ
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Ｒ
１

実
績

Ｒ
２

実
績

Ｒ
３

目
標

令
和

３
年

度
 第

４
四

半
期

ま
で

の
取

組
状
況

Ｒ
２

自
己

評
価

Ｒ
３

自
己

評
価

主
要

な
取

組
項

目

④
診

療
科

の
方

向
性

〇
精

神
科

の
機

能
分

化
・

連
携

強
化

（
関

係
機

関
と
の
連

携
、

大
学

医
局

と
の

調
整
）

59
床

病
床

縮
小

⇒

・
稼

働
病

床
を

縮
小

を
継

続
（
5
9床

→
3
7床

）
・

精
神

デ
イ

ケ
ア

部
門

に
つ

い
て

、
施

設
利

用
の

最
適

化
の

た
め

の
改

修
を

実
施

・
「

も
の

忘
れ

外
来

」
の

継
続

（
R
3.

4～
R
4.

3ま
で

の
受

診
者

数
：

実
患

者
66

人
）

　
※

高
度

医
療

機
器

を
活

用
し

た
多

職
種

連
携

に
よ

る
認

知
症

へ
の

取
り

組
み

を
継
続

◆
認

知
症

疾
患

医
療

セ
ン

タ
ー

（
連

携
型

）
の

指
定

（
令

和
４

年
４

月
～
）

Ａ
Ａ

・
皮

膚
科

の
縮

小
又

は
廃

止
（

市
内

医
療

機
関

と
の
連
携

、
大

学
医

局
と

調
整
）

週
3
日

診
療

縮
小

⇒
・

皮
膚

科
の

外
来

診
療

日
数

を
縮

小
（

週
３

日
→

週
２

日
）

し
、

人
件

費
を

縮
減

　
【

削
減

効
果

額
：
5
,0

00
千

円
／

年
】

Ｂ
Ｂ

⑤
病

床
規

模
の

方
向
性

〇
一

般
病

床
の

適
正

化
（

稼
働

病
床

の
縮

小
）

2
37

床
22

4床
⇒

・
稼

働
病

床
の

縮
小

を
継

続
（
2
37

床
→

22
4床

）
Ｂ

Ｂ

・
病

床
運

営
の

弾
力
化

　
（

Ｒ
元

年
度

：
出

産
件

数
増

に
対

応
し

、
西

３
病
棟
を

拡
張

）
38

⇒
47

床
実

施
⇒

・
西

３
病

棟
の

拡
張

を
継

続
し

て
実
施

・
休

止
病

棟
を

感
染

症
対

応
に

有
効

活
用

Ｂ
Ｂ

〇
精

神
病

床
の

適
正

化
（

稼
働

病
床

の
縮

小
）

59
床

3
7床

⇒
・

稼
働

病
床

を
縮

小
（
5
9床

→
3
7床

）
・

病
床

の
効

率
的

な
運

用
（

令
和

３
年

度
：

病
床

利
用

率
7
4.
6
％

）
　

※
多

床
室

の
個

室
的

利
用

等
に

よ
る

病
床

運
用

の
効

率
化

に
よ

り
、

病
床

利
用

率
が

向
上

Ａ
Ｂ

(2
) 

診
療

体
制

の
確

立

①
診

療
体

制
の

明
確
化

・
職

員
定

数
の

適
正

化
（

医
療

技
術

職
及

び
看

護
職
）

2
91

人
28

8人
28

7人

・
職

員
定

数
の

削
減

目
標

（
2
88

人
⇒

28
7人

）
（

△
1
人

）
　

【
人

件
費

削
減

効
果

額
：

△
7
,5

68
千

円
】

・
令

和
４

年
３

月
末

現
在

：
2
82

人
（

△
5人

）
（

年
度

途
中

退
職

者
の

不
補

充
等
）

　
【

人
件

費
削

減
効

果
見

込
額

：
△
3
7,

84
0千

円
】

・
今

後
の

配
置

計
画

を
継

続
的

に
検
討

Ｂ
Ｂ

・
臨

床
研

修
医

の
採
用

２
人

０
人

０
人

・
令

和
３

年
４

月
に

１
人

を
新

規
採
用

◆
令

和
４

年
度

は
２

名
採

用
予

定
（

令
和

３
年

度
臨

床
研

修
医

マ
ッ

チ
ン

グ
に

よ
る

採
用
）

※
目

標
値

は
Ｒ

３
当

初
予

算
で

の
見

込
み
数

Ｃ
Ｂ
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Ｒ
１

実
績

Ｒ
２

実
績

Ｒ
３

目
標

令
和

３
年

度
 第

４
四

半
期

ま
で

の
取

組
状
況

Ｒ
２

自
己

評
価

Ｒ
３

自
己

評
価

主
要

な
取

組
項

目

・
総

合
内

科
医

の
招
聘

４
人

４
人

４
人

・
医

師
招

聘
に

向
け

た
取

り
組

み
の

実
施

　
（

医
育

大
学

、
民

間
医

療
機

関
、

人
材

紹
介

会
社

等
へ

の
働

き
か

け
）

・
令

和
４

年
３

月
現

在
：

４
人

体
制

（
R
4.

12
月

末
△

1人
）

※
目

標
値

は
Ｒ

３
当

初
予

算
で

の
見

込
み
数

Ｂ
Ｂ

・
消

化
器

内
科

医
の

招
聘

１
人

２
人

２
人

・
医

師
招

聘
に

向
け

た
取

り
組

み
の

実
施

　
（

医
育

大
学

、
民

間
医

療
機

関
、

人
材

紹
介

会
社

等
へ

の
働

き
か

け
）

・
令

和
４

年
３

月
現

在
：

１
人

体
制

（
R
3.

7月
末

△
1
人

）
※

目
標

値
は

Ｒ
３

当
初

予
算

で
の

見
込

み
数

Ｂ
Ｃ

・
循

環
器

内
科

医
の

招
聘

１
人

１
人

１
人

・
医

師
招

聘
に

向
け

た
取

り
組

み
の

実
施

　
（

医
育

大
学

、
民

間
医

療
機

関
、

人
材

紹
介

会
社

等
へ

の
働

き
か

け
）

・
令

和
４

年
３

月
現

在
：

１
人

体
制

※
目

標
値

は
Ｒ

３
当

初
予

算
で

の
見

込
み
数

Ｂ
Ｂ

③
医

師
招

聘
に

向
け

た
体

制
の

強
化

・
医

師
招

聘
を

担
う

専
任

部
門

の
設
置

-
設

置
⇒

・
顧

問
及

び
経

営
推

進
監

を
設
置

設
置

済
み

継
続

配
置

・
専

門
医

招
聘

に
向

け
た

複
数

の
大

学
医

局
へ

の
派
遣
要

請
の

実
施

実
施

実
施

⇒
・

大
学

医
局

を
複

数
回

訪
問

し
、

派
遣

要
請

を
継

続
的

に
実
施

　
⇒

夜
間

・
休

日
に

お
け

る
日

当
直

の
出

張
応

援
回

数
の

増
加

　
　

（
救

急
受

入
れ

の
増

加
及

び
常

勤
医

師
の

負
担

軽
減

に
貢

献
）

継
続

実
施

継
続

実
施

・
民

間
医

療
機

関
へ

の
派

遣
要

請
や

人
材

紹
介

会
社
の
活

用
-

実
施

⇒
・

民
間

医
療

機
関

へ
の

派
遣

要
請

や
人

材
紹

介
会

社
の

活
用

等
の

継
続

継
続

実
施

継
続

実
施

④
「

医
師

の
働

き
方

改
革

」
へ

の
対
応

・
医

師
事

務
作

業
補

助
者

の
体

制
充
実

10
人

1
2人

⇒
・

1
2人

体
制

を
維

持
・

医
師

事
務

作
業

補
助

者
の

対
応

業
務

拡
大

（
外

来
部

門
で

の
活

用
等
）

・
人

材
育

成
を

行
い

つ
つ

、
今

後
の

配
置

計
画

を
継

続
的

に
検
討

Ｂ
Ｂ

②
市

立
病

院
が

担
う

べ
き

医
療

の
重

点
化

を
踏

ま
え

た
内

科
診

療
体

制
の

構
築
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Ｒ
１

実
績

Ｒ
２

実
績

Ｒ
３

目
標

令
和

３
年

度
 第

４
四

半
期

ま
で

の
取

組
状
況

Ｒ
２

自
己

評
価

Ｒ
３

自
己

評
価

主
要

な
取

組
項

目

⑤
看

護
体

制
の

抜
本

的
見

直
し

・
２

交
代

制
の

全
面

実
施

一
部

実
施

⇒
・

令
和

２
年

1
0月

か
ら

２
交

代
制

を
全

面
実

施
（

段
階

的
移

行
）

 
 ※

４
病

棟
で

実
施

済
み

。
２

病
棟

（
西

４
病

棟
及

び
西

５
病

棟
）

は
移

行
準

備
中
。

・
各

種
業

務
改

善
や

多
職

種
連

携
に

よ
る

タ
ス

ク
・

シ
フ

テ
ィ

ン
グ

を
実
施

Ａ
Ｂ

・
夜

勤
体

制
の

最
適

化
（

２
人

夜
勤

の
実

施
な

ど
）

-
実

施
⇒

・
救

急
診

療
室

の
業

務
見

直
し

（
夜

間
に

入
院

す
る

患
者

の
円

滑
な

受
入

れ
準

備
等
）

・
夜

間
看

護
管

理
当

直
の

導
入

（
緊

急
対

応
時

の
応

援
等
）

　
（

看
護

職
員

２
人

夜
勤

に
つ

い
て

は
体

制
が

整
い

次
第

実
施
）

・
夜

勤
専

従
看

護
補

助
者

の
導

入
（

夜
間

看
護

体
制

の
体

制
強

化
）

　
⇒

看
護

補
助

体
制

加
算

の
取

得
（

令
和

３
年

５
月

）
【

想
定

効
果

額
 4

7,
50

0千
円

／
年

】

Ｂ
Ｂ

・
意

欲
・

能
力

の
高

い
人

材
の

確
保

・
育

成
（

看
護
協
会

・
看

護
学

校
と

の
連

携
）

-
連

携
強

化
⇒

・
看

護
職

員
（

新
卒

者
）

の
確

保
に

向
け

た
採

用
試

験
を

実
施

・
看

護
実

習
を

継
続

的
に

受
入
れ

　
※

看
護

学
校

訪
問

等
に

よ
る

働
き

か
け

の
強

化
は

未
実
施

・
「

認
定

看
護

管
理

者
教

育
課

程
（

サ
ー

ド
レ

ベ
ル

）
」

へ
看

護
師

を
派
遣

Ｂ
Ｂ

(3
) 

経
営

体
制

の
構

築

①
ガ

バ
ナ

ン
ス

強
化

〇
地

方
公

営
企

業
法

全
部

適
用

へ
の

移
行

検
討

移
行

準
備

・
令

和
４

年
４

月
か

ら
の

移
行

に
向

け
、

移
行

準
備

を
実
施

◆
令

和
４

年
４

月
１

日
に

全
部

適
用

へ
移

行
し

、
事

業
管

理
者

を
設
置

Ａ

・
院

長
を

中
心

と
す

る
ガ

バ
ナ

ン
ス

強
化

（
明

確
な
目
標

設
定

と
進

捗
管

理
）

-
進

捗
管

理
⇒

・
診

療
実

績
の

分
析

に
よ

る
各

診
療

科
等

へ
の

働
き

か
け

の
継
続

　
⇒

次
年

度
の

目
標

設
定

に
向

け
た

各
診

療
科

・
部

門
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
実
施

　
　

毎
月

の
診

療
科

別
の

診
療

収
益

の
状

況
を

各
科

主
任

部
長

と
情

報
共

有
、

協
議

を
実
施

Ｂ
Ｂ

・
事

務
局

参
与

（
非

常
勤

職
員

）
の

配
置

（
他

の
医
療
機

関
で

の
事

務
長

経
験

者
）

１
名

継
続

配
置

⇒
・

配
置

済
み

（
令

和
元

年
1
0月

）
Ｂ

Ｂ

・
事

務
職

員
の

プ
ロ

パ
ー

化
の

推
進

５
人

６
人

８
人

・
令

和
３

年
４

月
現

在
：

８
人

体
制

　
（

R
3.

4月
＋

2
人

）
◆

医
事

業
務

委
託

の
見

直
し

と
あ

わ
せ

、
Ｒ

４
に

向
け

て
さ

ら
に

プ
ロ

パ
ー

化
を

推
進

Ｂ
Ａ

・
看

護
職

員
や

診
療

技
術

職
の

経
営

部
門

へ
の

配
置

-
検

討
⇒

・
管

理
職

研
修

キ
ッ

ク
オ

フ
講

演
会

の
開

催
（

令
和

４
年

２
月
）

　
テ

ー
マ

：
「

プ
ロ

集
団

の
『

や
る

気
』

を
引

き
出

す
リ

ー
ダ

ー
の

極
意
」

・
市

立
病

院
職

員
研

修
計

画
の

策
定

（
新

規
）

◆
「

病
院

経
営

会
議

」
（

令
和

４
年

４
月

設
置

）
へ

の
看

護
職

員
（

看
護

部
長

）
の

参
画

◆
「

健
診

セ
ン

タ
ー

」
へ

診
療

技
術

職
を

配
置

（
事

業
企

画
等

を
担

当
）

（
令

和
４

年
度

～
）

◆
「

患
者

支
援

セ
ン

タ
ー

」
へ

看
護

職
員

を
課

長
職

（
管

理
職

）
で

配
置

（
令

和
４

年
度

～
）

Ｃ
Ｂ
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Ｒ
１

実
績

Ｒ
２

実
績

Ｒ
３

目
標

令
和

３
年

度
 第

４
四

半
期

ま
で

の
取

組
状
況

Ｒ
２

自
己

評
価

Ｒ
３

自
己

評
価

主
要

な
取

組
項

目

②
ボ

ト
ム

ア
ッ

プ
の

組
織

文
化

の
醸
成

・
現

場
レ

ベ
ル

で
の

改
善

活
動

・
提

案
の

実
施

一
部

実
施

⇒

〇
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
る

経
営

改
善

の
推
進

・
「

Ｄ
Ｐ

Ｃ
最

適
化

」
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
【

増
収

目
標

：
1
08

,6
0
0千

円
】

　
　

≪
一

般
病

棟
入

院
単

価
：

Ｒ
２

実
績

：
4
7,

46
7円

⇒
目

標
49

,2
52

円
（

＋
1,

78
5円

）
≫

・
「

外
来

機
能

重
点

化
」

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

【
増

収
目

標
：
1
82
,
00

0千
円

】
　

　
≪

外
来

単
価

：
Ｒ

２
実

績
1
2,

73
8円

⇒
目

標
1
3,

99
2円

（
＋

1,
25

4円
）

≫
・

「
乳

腺
外

科
集

患
」

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

　
　

～
乳

が
ん

の
正

し
い

知
識

を
広

め
、

早
期

発
見

・
早

期
治

療
の

大
切

さ
を

呼
び

か
け

る
。

 
 
 
 
 
（

ピ
ン

ク
リ

ボ
ン

運
動

）
　

　
～

乳
が

ん
患

者
獲

得
を

目
的

と
し

た
当

院
乳

腺
外

科
の

Ｐ
Ｒ

を
行

う
。

※
経

営
改

善
に

向
け

た
重

要
テ

ー
マ

を
設

定
し

、
ボ

ト
ム

ア
ッ

プ
型

で
取

り
組

み
実
施

Ａ
Ａ

③
収

益
増

加
策

と
費

用
削

減
策

・
Ｄ

Ｐ
Ｃ

運
用

の
最

適
化

（
コ

ー
デ

ィ
ン

グ
精

度
の
向
上

等
）

-
改

善
実

施
⇒

・
レ

セ
プ

ト
精

度
分

析
結

果
を

踏
ま

え
た

改
善

の
実
施

・
Ｄ

Ｐ
Ｃ

分
析

を
行

う
経

営
支

援
シ

ス
テ

ム
を

導
入

（
令

和
３

年
３

月
）

・
Ｄ

Ｐ
Ｃ

最
適

化
に

向
け

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

の
立

上
げ

（
令

和
３

年
５

月
）

　
⇒

ベ
ン

チ
マ

ー
キ

ン
グ

を
活

用
し

、
コ

ー
デ

ィ
ン

グ
精

度
、

指
導

料
等

の
算

定
率

を
向
上

　
　

（
令

和
３

年
度

は
、

薬
剤

指
導

、
栄

養
指

導
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

推
進
）

Ｂ
Ｂ

・
委

託
料

の
削

減
（

Ｒ
元

年
度

を
基

準
と

し
、

Ｒ
２
～
Ｒ

３
で

実
施

）
-

△
1
.6

％
△

3
.1

％

・
委

託
料

の
削

減
に

向
け

た
交

渉
の

実
施

・
交

渉
結

果
に

基
づ

く
変

更
契

約
の

締
結

・
令

和
４

年
度

以
降

の
削

減
に

向
け

た
交

渉
（

放
射

線
機

器
の

包
括

保
守

化
の

検
討

な
ど
）

　
※

感
染

症
対

策
に

配
慮

し
つ

つ
、

仕
様

の
見

直
し

等
を

実
施

●
令

和
３

年
度

削
減

額
（

令
和

元
年

度
比

）
△
3
8,

04
8千

円
（

△
4.

4％
）

Ｃ
Ｂ

・
材

料
費

の
増

加
抑

制
（

材
料

費
率

の
適

正
管

理
）

1
9.

2%
17

.1
%

16
.8

%

・
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
医

薬
品

・
低

額
同

等
品

へ
の

切
替

、
診

療
材

料
の

価
格

交
渉

の
継
続

・
Ｆ

Ｍ
Ｓ

方
式

（
臨

床
検

査
部

門
）

や
院

外
処

方
推

進
の

継
続

　
※

院
外

処
方

率
～

令
和

元
年

度
実

績
：
8
3.

4％
⇒

令
和

４
年

３
月

実
績

：
92

.1
％

・
薬

品
購

入
方

法
の

見
直

し
【

想
定

効
果

額
：
4
2,

60
0千

円
／

年
】

・
外

注
検

査
の

見
直

し
【

想
定

効
果

額
：
4
,0

00
千

円
／

年
】

●
令

和
３

年
度

材
料

費
率

（
税

込
）

：
1
5.

1％

Ａ
Ａ

－21－



Ｒ
１

実
績

Ｒ
２

実
績

Ｒ
３

目
標

令
和

３
年

度
 第

４
四

半
期

ま
で

の
取

組
状
況

Ｒ
２

自
己

評
価

Ｒ
３

自
己

評
価

主
要

な
取

組
項

目

(4
) 

一
般

会
計

に
よ

る
公

費
負

担
の

適
正

化
及

び
財

務
基

盤
の
強

化

・
過

去
に

生
じ

た
資

金
不

足
に

対
す

る
支

援
（

集
中
改
革

期
間

中
の

返
済

猶
予
）

-
返

済
猶

予
⇒

〇
「

減
資

」
及

び
収

支
構

造
の

見
え

る
化

-
‐

研
究

・
累

積
欠

損
金

の
早

期
解

消
に

向
け

、
「

減
資

」
の

活
用

に
つ

い
て

研
究

Ｂ

(5
)広

報
活

動
の

充
実

〇
診

療
体

制
や

経
営

再
建

の
取

組
に

つ
い

て
の

分
か
り
す

い
情

報
提

供
-

実
施

⇒
・

市
民

説
明

会
の

実
施

（
令

和
３

年
７

月
）

・
広

報
え

べ
つ

に
よ

る
情

報
発

信
（

令
和

４
年

１
月

号
の

特
集

記
事

ほ
か
）

・
経

営
再

建
に

つ
い

て
の

意
見

募
集

の
仕

組
み

を
整

備
（

令
和

４
年

１
月

～
）

Ｂ

（
前

年
度

比
）

3
6
4
,
3
1
3

5
9
1
,
7
1
6

・
令

和
２

年
度

【
実

績
】

　
　

：
純

損
益

　
　

△
7
16

,8
95

千
円

（
①

）
・

令
和

３
年

度
【

当
初

計
画

】
：

純
損

益
　

　
△
1
25

,1
79

千
円

・
令

和
３

年
度

【
実

績
】

　
　

：
純

損
益

　
　
 
 1

75
,5

60
千
円

（
②

）
〇

収
支

改
善

額
【

実
績

】
　

　
：

②
－

①
 
　

　
 8

92
,4

55
千
円

Ｃ
Ｂ

（
累

計
）

3
6
4
,
3
1
3

9
5
6
,
0
2
9
・

令
和

２
年

度
【

実
績

】
　

　
：

改
善

額
　

　
　
3
64

,3
13

千
円

（
③

）
・

令
和

３
年

度
【

実
績

】
　

　
：

改
善

額
　

　
　
8
92

,4
55

千
円

（
④

）
〇

改
善

額
合

計
【

実
績

】
　

　
：

③
＋

④
　

　
1
,2

56
,7

68
千
円

Ｃ
Ｂ

◎
収

支
改

善
額

（
千

円
）

【
上

段
：

前
年

度
比

、
下

段
：

累
計
】

  
(令

和
元

年
度

：
純

損
益

　
△
1
,0

81
,2

08
千

円
）
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〇市民への情報発信等の取組状況 

 

 

（１）令和３年度における主な実施状況 

時期 媒体等 内容 

令和３年４月 広報えべつ 〇集中改革期間２年目の取り組み 

 （主な取り組み事項の紹介） 

令和３年５月 広報えべつ 〇江別市立病院計経営再建計画の策定について 

 （経営再建計画の概要を紹介） 

令和３年７月 病院ホームページ 〇令和３年度第１回経営評価委員会の開催結果 

令和３年７月 その他 〇市民説明会の開催 

 ・場所：江別市民会館大ホール 

 ・参加人数：３７名 

令和３年８月 病院ホームページ 〇令和３年度第２回経営評価委員会の開催結果（書

面協議） 

令和３年１０月 広報えべつ 〇令和２年度決算の概要 

〇令和２年度点検・評価に関する意見概要 

令和３年１１月 病院ホームページ 〇令和３年度第３回経営評価委員会の開催結果 

令和４年１月 広報えべつ 〇特集記事「経営再建への軌跡と取り組み」 

 ・市立病院の財務状況 

 ・地方公営企業法全部適用への移行 

 ・収益向上、費用削減の取り組み 

 ・経営再建に関する意見募集の専用窓口の設置 

※市内公共施設（１０施設）で募集用紙を配付

配布 

令和４年２月 病院ホームページ 〇令和３年度第４回経営評価委員会の開催結果（書

面協議） 

 

 

（２）令和４年度実施計画 

時期 媒体等 内容 

概ね２か月ごと 広報えべつ 〇【連載コラム】経営再建の軌跡 

 収益向上、費用削減といった経営再建に向けた取

り組みと成果を、コンパクトに分かりやすく市民

に伝える。 

４半期に１度 病院ホームページ 〇経営評価委員会の開催結果 

令和４年１１月 病院ホームページ 〇ホームページのリニューアル 

 ・スマートフォン対応等の実施 

令和５年１月 広報えべつ 〇特集記事「経営再建への軌跡と取り組み」 

集中改革期間（令和２年度～令和４年度）におけ

る経営再建の取り組みと成果を紹介 
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〇経営再建に関する市民意見について（令和４年１月～３月分） 

  
１ 経営再建に関する市民意見 

 提出者数：３人（個人２人、団体１件） 

 件数  ：６件 

番号 寄せられたご意見 ご意見に対する市の考え方 

１－１ なぜ早くから市から離れなかったのか。気が

つくのが遅すぎませんか。 

なぜ江別から医師会をなくしたのか疑問で

す。 

駐車場を有料にしたほうがいいと思います。 

退職した先生方が開業しやすいシステムに

なっているのがおかしいと思います。 

・市立病院では、「江別市立病院の役割とあ

り方を検討する委員会」からの経営形態の

移行に関する提言を踏まえ、「江別市立病

院経営再建計画」において、地方独立行政

法人への移行を指向しつつ、令和４年度か

ら地方公営企業法全部適用へ移行するこ

ととしております。 

経営形態の移行につきましては、移行によ

る効果等を検証するため、一定の期間を要

したものであり、ご理解をいただきたく存

じます。 

・市立病院では、「一般社団法人 江別医師

会」と連携を図りながら、地域の中核的医

療機関として、市民にとって必要な医療提

供体制の確保に努めているところです。 

・駐車場の有料化につきましては、駐車場の

混雑解消に一定の効果が期待できると考

えられますが、来院者の負担増加にも繋が

りますことから、慎重に検討を進めてまい

ります。 

・現行制度上は、いわゆる「自由開業」が認

められており、医師が開業することについ

て、何らかの制約をすることは困難である

と認識しております。 

市立病院といたしましては、地域医療の確

保に向けては、当院を退職された医師を含

む、市内開業医の皆様との協力が不可欠と

考えており、引き続き、地域医療連携の強

化に努めてまいります。 
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２－１ １．令和元年８月に設置された江別市立病院

の役割とあり方を検討する委員会の視点に

ついて 

第１回検討委員会（令和元年８月１６日） 

Ｔ委員「市立病院が担うべき役割があるの

か、無いのか、あるとすればそれは何か。こ 

の議論をスタートするには、病院・クリニッ

ク含めた市内に約７０ある民間医療機関が

今後１５年度、２０年後にどのような診療体

制になっていくのか、これば前提になると思

います。」 

西沢委員長「市立病院を将来どうするかでは

なくて、この地域の将来の医療提供体制をど

うするのかという議論が一番大事な問題と

思います」 

第２回検討委員会（令和元年９月３０日） 

Ｔ委員「基本的には民間病院・クリニックが、

江別市の地域医療を守っていけるのであれ

ば、公的関与の必要性はないと思います。そ

の議論をやらずに市立病院の役割とかあり

方という議論にはならないのではないでし

ょうか。公的関与が「必要」ならば、「経済

的関与」と「物理的関与」に分岐します。「経

済的関与」とは、不採算部門を市の補助金な

どで補填することで、北広島市・恵庭市では

このような方式をとっています。「物理的関

与」というのは、市立病院を存続させること

を前提に、その規模、診療体制、機能と病床

数等々といった議論を進め、その先に経営形

態のあり方があります。現在は地方公営企業

法の一部適用で、公務員が直接経営していま

すが、これを民営化が必要か否かの議論に移

っていくのではなないかと思います。」との

発言は、真っ当な意見で、講師や議論を期待

していたのですが、その後の委員会から、こ

の議論が消え、現状を前提とした議論に終始

しています。 

更に、この委員会を引継ぎ令和２年８月に

設置された「経営評価委員会」も存続を前提

として、経営改革の進展実態の評価をしてい

１ 令和元年８月に設置された江別市立病院

の役割とあり方を検討する委員会の視点に

ついて 

令和元年８月に設置された「江別市立病院

の役割とあり方を検討する委員会」からの答

申では、過去からの経緯を踏まえ、江別市の

地域医療において重要な役割を果たすべき

市立病院が、再び経営危機を起こすことのな

いよう、長期ビジョンが示されたほか、市立

病院が構造的な課題に取り組み、抜本的な経

営再建が実現できるよう、中期戦略について

提言をいただきました。 

その提言においては、地域医療の需給動向

を踏まえ、市立病院が担うべき医療を重点化

することで医療提供の効率化を図り、また、

２次医療圏（札幌医療圏）における適切な役

割分担を踏まえ、他の医療機関との連携を強

化し、機能分化を進めるべきとされたところ

であります。 

これらの提言を踏まえ、令和３年３月に策

定した「江別市立病院経営再建計画」（以下、

「ロードマップ」という。）では、「外来」に

ついて、紹介患者及び逆紹介患者の増加を図

るほか、「初診時選定療養費」の水準を見直

すなど、外来の機能分化に向けた実効性のあ

る取り組みを進めることとしたところであ

ります。また、「入院」についても、高齢者

の複合疾患、緩和ケアなど、担うべき医療を

重点化しつつ、札幌医療圏の病院と連携し、

急性期医療については機能を絞り込み、回復

期医療については、拡大する需要に応える体

制を構築することといたしました。 

市立病院では、現在、「ロードマップ」に

基づく経営再建を進めており、令和４年度に

向けては、地域の医療機関との連携強化・機

能分化をより一層進めるべく、「初診時選定

療養費」の改定や「開放型病床」導入の準備

を進めているところであります。 

 いずれにいたしましても、市立病院の経営

再建の実現には、担うべき医療の重点化を図
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ます。 

地域医療における江別市立病院の本来使命

についての議論、民間医療機関との提携につ

いては、殆ど議論されていないことは、甚だ

遺憾です。 

委員会答申は、「令和５年度における収入と

支出が同じになる収支均衡を実現すべく経

営改善を進める」であり、答申を受けた市は、

「経営再建計画に基づき、令和５年度に、収

入と支出が同じになる収支均衡を実現すべ

く経営改善に取り組んでいる」です。 

江別市を取り巻く医療環境や患者の受療動

向が大きく変化している今日、民間医療機関

との連携による地域医療の中で、江別市立病

院の役割を担うべきであり、そこを見極めず

して、現状の病院経営を存続して本当に収支

改善が出来ると考えているのでしょうか。 

ることが不可欠であると考えておりますこ

とから、引き続き、地域の医療機関との連携

を強化し、適切な役割分担を進めてまいりた

いと考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

２－２ ２ 経営改革への取り組みと評価委員会の

意見について  

(1) 市は、「経営再建計画に基づき、令和５

年度に収入と支出が同じになる収支均衡

を実現すべく経営改革に取り組んでいる」

とし、令和２年度の点検・評価に関する意

見書で「令和５年度における収支均衡の実

現に向けて、経営再建が一定の成果を上げ

つつある」と評価しています。本当にそう

でしょうか。 

先ず、再建計画にある「収支均衡実現」

の内容が明らかでありません。 

即ち、毎年度の一般会計繰り出し金を幾

ら見込み、貸付金の返済と累積欠損金の減

少を幾ら見込んでの収支均衡なのか不明

です。 

(2) 令和３年度の決算で、2,220 千円の純益

を見込んでいます。しかし、これは、コロ

ナ感染症対策のための国と北海道の補助

金を受けての収支であり、また、資金運用

についても、国の特別減収対策債の活用で

対応できたために、市からの借り入れをせ

ずに済んだということで、これ等を以て、

２ 経営改革への取り組みと評価委員会の

意見について 

・(1)から(6)までについて 

 市立病院の経営再建については、医療関係

者、学識経験者、市民など外部委員によって

構成される「経営評価委員会」による点検・

評価を受けながら、着実な進捗を図ることと

しております。 

 市立病院といたしましては、令和５年度に

おける収支均衡実現に向けて、新型コロナウ

イルス感染症の影響、収益向上と費用削減の

進捗状況、地域の医療機関との関係構築・強

化に向けた取り組みなど、市立病院の経営全

般について、「経営評価委員会」による専門

的かつ客観的な評価をいただきながら、経営

再建を着実に進めてまいりたいと考えてお

ります。 

 なお、令和５年度においては、「ロードマ

ップ」の収支計画にもお示ししておりますと

おり、一般会計からの繰入金約１４億円を見

込むほか、一般会計への長期借入金償還金約

１億２，５００万円を見込んだうえで、収支

均衡を図ることとしております。また、累積
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経営改善が進んだと言えるのでしょうか。 

(3) 「コロナ禍で自治体病院の重要性が再認

識された。」と、コロナ禍を病院存続の大

きな理由に掲げています。緊急時の自治体

病院の使命は理解しますが、それを以て、

現状の市立病院の経営全体を存続させる

ような議論の運び方には、合理性がありま

せん。 

(4) 経営再建に向けた収益向上と費用削減

の取り組みついて、13 項目掲げています

が、それぞれの取り組み項目ごとの金額が

具体的に示されておりません。 

 13 項目は、毎年度、平常業務の中で遂

行されなければならなかったことです。 

  常にベストを求めて業務に当るべきで

あり、今後取り組むということは、真っ当

な業務をしてこなかったという証ではな

いでしょうか。 

(5) 評価委員会から「地域の医療機関との関

係構築・強化を着実に進められたい」とし、

開放型の病床導入や輪番制の構築・強化を

求められていますが、抜本的な対策に踏み

込んでいません。 

  地域医療協議会での議論にあたっては、

市が医師会側に具体案を提示して議論す

べきと考えますが、市は、どのような案を

提示して議論されており、医師会の反応は

どうなのか。また、協議の相手方は、全医

師会会員の意向をくみ取ることになって

いるでしょうか。こうしたことを明らかに

することにより、万一、経営改革が出来な

かった時、どの部署のどの項目に問題があ

ったのか、だれの責任なのか明らかにでき

ると思います。 

(6) 仮に、令和５年度に収支均衡が実現でき

ない事態を想定したブループリント（青写

真）を経営改革と同時に並行して進めなけ

れば、その時点で「努力したけれど出来ま

せんでした。今後のことはこれから検討し

ます」では済まされません。それらの事態

欠損金については、令和５年度において、約

１２２億９，０００万円を見込んでおります

が、早期の解消に向け、地方公営企業法第３

２条第４項の規定に基づく「減資」の活用に

ついて、研究を進めているところでありま

す。 
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を招来したならば、「これから検討します」

となると、更に、数年間の検討期間を要す

ることになり、益々泥沼に陥ります。 

  また、最悪主要診療科を閉鎖せざるを得

なくなった時、現病院施設をどのように利

用転換すべきかについても併せて検討し

ておくべきです。 

２－３ (7) 新年広報誌に「経営再建への軌跡と取り

組み」を特集していますが、全体的に言語

明瞭・意味不明です。 

①累積欠損金（令和２年度末約 120億円）を

減らすには、純利益計上が必要としていま

すが、仮に、単年度１億円の純利益を計上

しても、欠損金解消には 120 年を要するこ

とになります。また、負債 79 億円の返済

を考えると、非現実的です。 

②赤字の原因は、「組織としての経営体制の

脆弱さ、医療の需要と供給の動向の変化や

医療環境の変化に対応できなかった」こと

を挙げていますが、何故、脆弱だったのか、

何故、対応できなかったのかの説明があり

ません。 

③赤字体質について「抜本的な経営改善、構

造改革が必要であるという認識を職員全

体で共有できなかった」とありますが、何

故、出来なかったのかの説明がありませ

ん。 

④「内科医が一斉退職された」のは何故なの

かの説明がありません。 

⑤再編に向けた意見募集には、賛同します

が、意見・質問を提出する前提は、真摯に

意見を聞く姿勢を有すること、更に、その

意義・内容を分析するには、正しい情報提

供に基づく、正しい知識を有することが必

要です。 

その点から、この度の特集は、その要件

を満たしているとは思われず、かえって市

民の不信・不安をあおっているとも言えま

す。 

 

・(7)について 

市立病院の経営再建の実現には、市民の理

解と協力が不可欠であることから、広報活動

を充実させ、市立病院の診療体制や経営再建

の取り組みについて、市民へ分かりやすく情

報提供するようことが重要であると認識し

ております。 

 今回頂戴しました、広報えべつ（令和４年

１月号）の特集記事に対するご指摘につきま

しては、今後、広報を行うに際しての参考と

させていただきますとともに、引き続き、市

民への分かりやすい情報提供に努めてまい

りたいと考えております。 
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３－１ （共通事項） 

新型コロナウイルス感染症が、感染再拡大

で長期化の状況にあります。よって「経営再

建計画」の見直しが必要と考えます。 

本当に、令和５年度に収支均衡を図ること

が可能でしょうか。 

かつての「新公立病院改革プラン」の成果

を見る限り疑問があります。また、多額の累

積欠損金の解消が単年度収支の改善ではむ

つかしいと思われますが、「地方公営企業法

の全部適用への移行」によってどうなるので

しょうか。関心があります。 

１ （共通事項）「江別市立病院経営再建計

画」の見直しについて 

市立病院では、令和元年８月に設置された

「江別市立病院の役割とあり方を検討する

委員会」からの答申を踏まえ、令和３年３月

に「江別市立病院経営再建計画」（以下、「ロ

ードマップ」という。）を策定いたしました。 

この「ロードマップ」では、「外来」につ

いて、地域の医療機関との連携を強化し、紹

介患者及び逆紹介患者の増加を図るなど、外

来の機能分化に向けた実効性のある取り組

みを進めることとしたほか、「入院」につい

て、高齢者の複合疾患や緩和ケアなど、担う

べき医療の重点化を図ることとしておりま

す。 

また、経営再建の実現に向けて、効率的な

診療体制の確立、経営体制の構築、財務基盤

の強化、広報活動の充実に取り組むこととし

たところであります。 

現在、市立病院では、一般医療と感染症対

応の両立を図りながら、「ロードマップ」に

基づく取り組みを進めており、令和３年度に

おいては約２２２万円の純利益（黒字）を見

込むなど、令和５年度における収支均衡の実

現に向け、経営再建が一定の成果をあげつつ

あるものと考えております。 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大が

続いておりますが、市立病院といたしまして

は、引き続き、一般医療と感染症対応の両立

を図りながら、経営再建の実現に向けて、外

来の機能分化や担うべき医療の重点化など、

「ロードマップ」に基づく取り組みを着実に

進めてまいりたいと考えておりますので、ご

理解のほど、よろしくお願いいたします。 

また、「ロードマップ」では、累積欠損金

の早期解消に向け、地方公営企業法第３２条

第４項の規定に基づく「減資」の活用につい

て研究を進めることとしております。 

令和４年４月からの地方公営企業法全部

適用への移行により、専任の事業管理者が設
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置されますことから、「減資」の活用につき

ましても、新たに選任される事業管理者のも

と、引き続き、研究を進めてまいりたいと考

えております。 

３－２ （個別事項） 

コロナ後遺症等によりメンタル不調の増

加で、精神疾患者が増加傾向にあると言われ

ています。 

経営再建計画では、精神科の縮小、精神病

床の段階的縮小を計画していますが、大丈夫

でしょうか。 

江別市内の診療所のうち、「心療内科・精

神科」が３機関ありますが、「入院や専門的

治療等」のため「紹介があった件数」と「受

診を受入した件数」をお知えてください。（平

成３０年度～令和３年度＜見込＞） 

なお、受診を拒否した場合は、その理由等

も併せてお知えてください。 

２ （個別事項）精神科医療の方向性等につ

いて 

 市立病院における精神科医療の方向性に

つきましては、「ロードマップ」において、

その機能を維持するとしたところであり、総

合的な病院機能を必要とする精神科身体合

併症への対応や、「もの忘れ外来」など高度

医療機器を活用した認知症疾患への取り組

みを多職種連携で進めることとしておりま

す。 

 また、精神病床につきましては、病床運営

の効率化を図るため、令和２年度に５９床か

ら３７床に縮小しましたが、この病床の縮小

については、一時的な休止とし、長期的な方

向性については、継続的に検証を行うことと

しております。 

市立病院といたしましては、精神科医療につ

いて、民間医療機関との連携を強化し、公立

病院が担うべき政策医療への重点化を図る

こととしておりますことから、これらの方向

性を踏まえつつ、新型コロナウイルス感染症

の後遺症等による精神疾患の増加等につき

ましても、適切に対応してまいりたいと考え

ております。 

なお、市内医療機関からの紹介件数等につき

ましては、下表のとおりとなっております。

受入れ対応ができなかった事例の理由とし

て多いものは、「内科系疾患を併発している

患者の受入れ態勢が整わなかったため」とな

っております。 
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〇心療内科・精神科を標榜している市内診療所からの紹介件数等    （単位：件） 

区分 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

心療内科・精神科を標

榜している市内診療所

からの紹介件数 

９ ７ ８ １０ 

市内診療所からの紹介

件数 
４１ ３３ ３９ ５６ 

受入れ対応が出来なか

った件数 
３ ５ １ ３ 

※令和３年度については、令和４年２月途中までの件数 

   ※「受入れ対応が出来なかった件数」は、市内・市外医療機関から、当院精神科への受

入れ依頼があったもののうち、受入れが出来なかった件数。 

 

 
２ 経営評価委員会の運営に関する市民意見 

  件数：１件 

  項目：江別市立病院の役割とあり方検討委員会等の答申の検証について 

  対応：今後の議論の参考として各委員に配付 

以上 
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【収益的収入及び支出】
Ⅰ病院事業収益

１医業収益

⑴診療収益

入院収益

外来収益

２医業外収益

３特別利益

Ⅱ病院事業費用

１医業費用

⑴給与費

⑵材料費

⑶経費

⑷その他

２医業外費用

３特別損失

４予備費

【資本的収入及び支出】
Ⅰ資本的収入

１企業債

２出資金

３補助金

５寄附金ほか

Ⅱ資本的支出

１建設改良費

２投資

３基金積立金

４企業債償還金

５長期借入償還金

【営業運転資金に充てる借入金】
一般会計長期借入金

特別減収対策企業債

【欠損金及び不良債務等】
純損益
累積欠損金
単年度資金収支額

【一般会計繰入金の状況】

一般会計繰入金合計
収益的収入

医業収益
医業外収益
特別利益

資本的収入
(参考)繰入金通常分

年間 １日平均 年間 １日平均 年間 １日平均 年間 １日平均 年間 １日平均 年間 １日平均

一般 71,139 195 58,066 159 53,749 147 55,508 152 55,601 152 60,225 165

精神 9,074 25 8,518 23 9,601 26 10,733 29 10,078 28 12,775 35

計 80,213 220 66,584 182 63,350 173 66,241 181 65,679 180 73,000 200

164,483 674 149,033 611 135,025 560 122,474 504 132,107 546 138,996 572

0 

△276,124 

0 

0 

1,137,089 1,104,704 1,044,287 1,086,826 

1,190,283 

444,876 

(420,114)

181,229 

104,455 

1,012,141 

254,600 

454,789 

302,275 

477 

0 

(523,843)

9,096 48,913 

※病床利用率は休床を除いて計算　【H30年10月～R1.10：一般228床】　⇒　【R1年11月～：一般237床】　⇒　【R2年4月～：一般224床、精神37床】　⇒　【R4年4月～：一般224床、精神43床】

423,176 
459,295 

Ｒ３年度決算額

1,513,632
1,058,843

341,890
646,163
70,790

454,789
1,442,842

Ｒ３年度決算額

68.0

249,316 166,634 266,214 

江別市病院事業会計予算決算等の推移

区　　　　　　　分 Ｒ３年度決算額

5,866,150 

4,728,807 

3,087,413 

1,641,394 

145,987 

991,356 

（単位：千円、税込）

３０年度決算額 Ｒ１年度決算額 Ｒ２年度決算額 Ｒ４年度当初予算２９年度決算額

7,146,223 6,519,662 5,807,518 5,455,224 5,767,160 

5,245,532 5,440,079 4,742,978 4,413,027 4,462,080 

5,109,201 6,291,180 

6,788,877 

5,899,703 5,182,804 4,836,613 

2,901,995 3,427,600 3,441,752 2,923,782 2,726,998 

24,583 46,208 36,510 

⑶その他医業収益

24,570 26,552 

1,817,932 

⑵公衆衛生活動収益

1,998,327 1,819,196 1,686,029 1,560,085 

624,714 618,611 625,933 

6,481,527 6,974,073 

718,852 619,959 

1,009,138 

136,191 

851,937 

70,790 

6,608,103 

0 0 0 32,026 

7,212,727 6,946,639 6,534,311 

435,054 413,274 399,003 600,913 

6,719,383 6,965,265 6,723,353 6,347,576 6,269,171 6,322,419 

3,656,315 4,067,467 3,963,590 3,877,627 3,648,866 3,801,768 

885,492 

1,215,660 1,270,309 1,294,373 1,275,754 1,227,561 

935,129 1,146,973 1,013,639 927,978 874,877 

446,478 

  (うち減価償却費)

560,329 556,333 543,171 522,319 

(512,908) (498,385) (389,926)(526,547)

7,619 15,857 7,772 

242,071 231,605 215,514 177,639 163,443 

5,000 0 

収益的収支差し引き

0 0 0 0 

183,200 1,347,700 

180,774 

（単位：千円）

△1,139,121 △1,079,087 △714,367 172,150 △693,065 

211,000 159,000 109,000 

1,830,736 694,131 650,220 599,486 779,537 

４固定資産売却収入

0 0 106,991 

0 0 

50,000 

433,036 

5,283 

477,318 491,220 490,486 489,346 

0 530 0 

0 0 0 0 0 

2,213,125 

111,215 282,667 1,397,770 223,268 166,521 

1,288,265 

559,529 

0 0 

0 0 0 0 134,418 

1,800 360 0 0 

0 

728,736 

0 0 

資本的収支差し引き

124,688 124,813 124,937 

680,937 787,333 813,010 808,135 804,159 

△382,389 △442,958 △454,484 △444,801 △307,289 

0 600,000 1,300,000 0 
（単位：千円）

0 

（単位：千円）

607,500 0 0 0 0

165,754 175,560 
11,732,785 11,567,031 

△695,413 △1,141,339 △1,081,208 △716,895 
8,968,902 10,110,241 11,191,449 11,908,344 
△560,123 △372,760 

不良債務残高

Ｒ１年度決算額 Ｒ２年度決算額 Ｒ４年度当初予算

1,394,790 1,385,997 1,406,857

1,038,323 886,951 328,881 

区           分 ２９年度実績 ３０年度決算額

1,037,578 1,416,548 

984,467
356,057 329,591 349,193 433,275

1,591,880 1,467,503
917,901 894,777 916,371 1,033,267

625,282
0 0 0 32,026 0

359,185
561,844 565,186 567,178 567,966

1,417,503

【患者数等の状況】

区　　　　　　分

483,036
1,394,790 1,385,997 1,406,857 1,433,119

476,889 491,220 490,486 558,613

Ｒ４年度当初予算２９年度実績 ３０年度実績 Ｒ１年度決算額 Ｒ２年度決算額

70.1

計

42.1 39.6 44.5 79.5

63.1 63.4 67.9

81.474.6

患者数
(人）

入院

外　　来

病床利
用率

（％）

一般

68.959.5 69.5 74.965.2 58.5

73.7

精神
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（常勤医師）

人数
前年同
月比較

人数
左記と
の増減

人数
左記と
の増減

人数
左記と
の増減

人数
左記と
の増減

人数
左記と
の増減

事 業管 理 者 0 0 0 0 1 1

院 長 1 1 1 1 1 1

総 合 内 科 3 △ 4 4 1 4 4 5 1 3 △ 2

内 科 （ 透
析 ） 1 1 1 0 △ 1 0 0

呼 吸器 内 科 0 0 0 0 0 0

消 化器 内 科 2 1 2 2 1 △ 1 1 1

循 環器 内 科 1 1 1 1 1 1

精 神 科 3 3 3 3 3 3

小 児 科 4 4 4 4 4 4

外 科 3 3 3 3 3 3

整 形 外 科 2 2 2 2 2 2

皮 膚 科 0 0 0 0 0 0

泌 尿 器 科 2 2 2 2 2 2

産 婦 人 科 2 2 2 3 1 4 1 4

眼 科 2 1 2 2 2 2 2

耳 鼻咽 喉 科 1 1 1 1 1 1

麻 酔 科 4 4 3 △ 1 3 3 3

病 理診 断 科 0 0 1 1 1 1 1

小　　計 31 △ 2 32 1 32 0 31 △ 1 34 2 32 △ 2

（会計年度任用職員医師）

総 合 内 科 0 0 0 0 0 1 1

内科（透析） 0 0 0 0 1 1 1

精 神 科 0 0 0 0 1 1 1

産 婦 人 科 1 1 1 1 1 1

麻 酔 科 0 0 1 1 1 1 1

小　　計 1 △ 2 1 0 3 2 2 △ 1 6 4 7 1

（常勤医師＋会計年度任用職員医師）

合　　計 32 △ 4 33 1 35 2 33 △ 2 40 6 39 △ 1

21 1 0 △ 1 2 2臨 床研 修 医 0 △ 2 0

江別市立病院 診療科別在籍医師数

（R4.4.1 市立病院事務局）

診　療　科
Ｒ2.4.1 Ｒ3.3.31 Ｒ3.4.1 Ｒ4.3.31 Ｒ4.4.1（予算） Ｒ4.4.1（実績）

備　考
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医業収益・費用 令和4年3月分
計画 実績 増減 進度
277,762,326 275,242,078 -2,520,248 99.1%

医 療 141,223,913 135,677,257 -5,546,656 96.1%
健 診 10,000,000 12,735,254 2,735,254 127.4%
訪 問 看 護 375,000 649,522 274,522 173.2%
( 計 ) 151,598,913 149,062,033 -2,536,880 98.3%
受 託 検 診 料 8,902,000 1,042,473 -7,859,527 11.7%
予 防 接 種 料 等 5,432,576 4,364,864 -1,067,712 80.3%
( 計 ) 14,334,576 5,407,337 -8,927,239 37.7%
繰 入 金 0 -5,752,000 -5,752,000
文 書 料 1,083,500 271,700 -811,800 25.1%
差 額 病 床 等 777,500 1,496,032 718,532 192.4%
そ の 他 27,409,000 92,365,800 64,956,800 337.0%
( 計 ) 29,270,000 88,381,532 59,111,532 302.0%

＜計＞ ① 472,965,815 518,092,980 45,127,165 109.5%
給 料 ・ 手 当 176,907,068 193,206,247 16,299,179 109.2%
報酬(会計年度) 25,541,250 27,739,470 2,198,220 108.6%
報酬(出張医等) 17,567,880 19,652,900 2,085,020 111.9%
法 定 福 利 費 101,944,193 106,541,613 4,597,420 104.5%
賞 与 引 当 等 250,590,000 221,228,701 -29,361,299 88.3%
( 計 ) 572,550,391 568,368,931 -4,181,460 99.3%
薬 品 費 42,541,413 34,904,433 -7,636,980 82.0%
診 療 材 料 費 36,814,250 38,701,677 1,887,427 105.1%
給 食 材 料 費 454,826 422,558 -32,268 92.9%
医療消耗備品費 1,441,826 4,196,582 2,754,756 291.1%
( 計 ) 81,252,315 78,225,250 -3,027,065 96.3%
厚 生 福 利 費 1,391,163 2,027,277 636,114 145.7%
旅 費 交 通 費 1,068,402 1,039,107 -29,295 97.3%
職 員 被 服 費 1,012,163 987,981 -24,182 97.6%
消 耗 ・ 備 品 費 2,514,054 11,504,862 8,990,808 457.6%
光熱水・燃料費 14,348,873 17,015,630 2,666,757 118.6%
修 繕 費 2,030,978 3,336,432 1,305,454 164.3%
保 険 料 689,239 276,000 -413,239 40.0%
賃 借 料 5,159,793 5,800,142 640,349 112.4%
通 信 運 搬 費 717,228 897,974 180,746 125.2%
委 託 料 79,957,474 109,263,359 29,305,885 136.7%
そ の 他 経 費 6,041,423 3,892,440 -2,148,983 64.4%
( 計 ) 114,930,790 156,041,204 41,110,414 135.8%
建 物 ・ 構 築 物 204,936,000 205,093,162 157,162 100.1%
医療器械・備品 213,480,000 213,956,044 476,044 100.2%
その他有形固定資産 1,065,000 1,064,416 -584 99.9%
( 計 ) 419,481,000 420,113,622 632,622 100.2%

9,273,000 9,930,135 657,135 107.1%
図 書 費 0 361,993 361,993
旅 費 交 通 費 966,652 154,098 -812,554 15.9%
研 究 雑 費 440,000 1,580,700 1,140,700 359.3%
その他研究研修費 108,163 510,000 401,837 471.5%
( 計 ) 1,514,815 2,606,791 1,091,976 172.1%

＜計＞ ② 1,199,002,311 1,235,285,933 36,283,622 103.0%
(①‐②） -726,036,496 -717,192,953 8,843,543

研究研修費

医業損益

（案）

医
業
収
益

入 院 収 益

外 来 収 益

公衆衛生活動収益

その他医業収益

医
業
費
用

給 与 費

材 料 費

経 費

減価償却費

令和3年度 　江別市病院事業会計　損益管理簿（税込） 医業損益
【単月】

資産減耗費
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医業収益・費用 令和3年4月 ～　令和4年3月
計画 実績 増減 進度

3,333,148,000 3,087,412,998 -245,735,002 92.6%
医 療 1,694,687,000 1,515,222,136 -179,464,864 89.4%
健 診 120,000,000 121,005,655 1,005,655 100.8%
訪 問 看 護 4,500,000 5,166,373 666,373 114.8%
( 計 ) 1,819,187,000 1,641,394,164 -177,792,836 90.2%
受 託 検 診 料 106,824,000 95,829,573 -10,994,427 89.7%
予 防 接 種 料 等 65,191,000 50,157,012 -15,033,988 76.9%
( 計 ) 172,015,000 145,986,585 -26,028,415 84.9%
繰 入 金 347,642,000 341,890,000 -5,752,000 98.3%
文 書 料 13,002,000 4,232,236 -8,769,764 32.6%
差 額 病 床 等 9,330,000 13,564,874 4,234,874 145.4%
そ の 他 107,316,000 631,668,573 524,352,573 588.6%
( 計 ) 477,290,000 991,355,683 514,065,683 207.7%

＜計＞ ① 5,801,640,000 5,866,149,430 64,509,430 101.1%
給 料 ・ 手 当 2,358,644,000 2,327,699,246 -30,944,754 98.7%
報酬(会計年度) 306,495,000 318,094,234 11,599,234 103.8%
報酬(出張医等) 210,151,000 218,715,500 8,564,500 104.1%
法 定 福 利 費 644,660,000 716,030,401 71,370,401 111.1%
賞 与 引 当 等 250,590,000 221,228,701 -29,361,299 88.3%
( 計 ) 3,770,540,000 3,801,768,082 31,228,082 100.8%
薬 品 費 510,497,000 378,199,439 -132,297,561 74.1%
診 療 材 料 費 441,771,000 481,640,711 39,869,711 109.0%
給 食 材 料 費 5,458,000 3,672,551 -1,785,449 67.3%
医療消耗備品費 17,302,000 21,978,951 4,676,951 127.0%
( 計 ) 975,028,000 885,491,652 -89,536,348 90.8%
厚 生 福 利 費 16,694,000 14,714,402 -1,979,598 88.1%
旅 費 交 通 費 12,821,000 13,107,010 286,010 102.2%
職 員 被 服 費 12,146,000 11,105,919 -1,040,081 91.4%
消 耗 ・ 備 品 費 30,169,000 42,341,824 12,172,824 140.3%
光熱水・燃料費 142,946,000 155,096,584 12,150,584 108.5%
修 繕 費 24,372,000 26,341,423 1,969,423 108.1%
保 険 料 17,683,000 16,202,732 -1,480,268 91.6%
賃 借 料 61,918,000 58,351,651 -3,566,349 94.2%
通 信 運 搬 費 8,607,000 9,745,996 1,138,996 113.2%
委 託 料 837,566,000 826,291,611 -11,274,389 98.7%
そ の 他 経 費 22,588,000 16,983,619 -5,604,381 75.2%
( 計 ) 1,187,510,000 1,190,282,771 2,772,771 100.2%
建 物 ・ 構 築 物 204,936,000 205,093,162 157,162 100.1%
医療器械・備品 213,480,000 213,956,044 476,044 100.2%
その他有形固定資産 1,065,000 1,064,416 -584 99.9%
( 計 ) 419,481,000 420,113,622 632,622 100.2%

9,273,000 9,930,135 657,135 107.1%
図 書 費 8,882,000 7,959,791 -922,209 89.6%
旅 費 交 通 費 11,600,000 867,914 -10,732,086 7.5%
研 究 雑 費 5,280,000 4,739,500 -540,500 89.8%
その他研究研修費 1,526,000 1,265,015 -260,985 82.9%
( 計 ) 27,288,000 14,832,220 -12,455,780 54.4%

＜計＞ ② 6,389,120,000 6,322,418,482 -66,701,518 99.0%
(①‐②） -587,480,000 -456,269,052 131,210,948

（案）

令和3年度 　江別市病院事業会計　損益管理簿（税込） 医業損益
【累積】

医
業
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益

入 院 収 益

外 来 収 益

公衆衛生活動収益

その他医業収益

医業損益

医
業
費
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給 与 費

材 料 費

経 費

減価償却費

資産減耗費

研究研修費
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初診時選定療養費の改定について 

 

１．初診時選定療養費とは 

  初診時選定療養費とは、「初期の診療はかかりつけ医で、高度、専門医療は２００床以上の

病院で行う」という医療機関の機能分担の推進を目的として国が定めた制度で、２００床以上

の病院において、紹介状を持たずに直接受診する患者に対して、保険診療費とは別に徴収する

ことが認められている料金であり、江別市立病院では平成１４年４月に４００円（税抜き）で

導入し、現在に至っている。 

 

２． 改定の目的 

①国は、令和４年度の診療報酬改定において「紹介受診重点医療機関」を導入し、さらに医療

機関の外来機能の明確化を進める方向性である。令和３年３月に策定した「江別市立病院経

営再建計画」においては、外来の機能分化に向けた取り組みとして、紹介患者及び逆紹介患

者の増加のほか、「選定療養費」の水準の見直しを掲げており、国が進める方向性を踏まえ

て、「初診時選定療養費」を見直す。 

 

②当院の内科医は限られた人数で通常の外来の他、発熱外来、救急応需、入院管理、日当直を

担っており、紹介状を持たない初診患者を一定程度抑制することで、紹介患者や救急患者等

の受入れを、より一層推進する。 

 

 

３．今回の改定案 

■内科全般 ４００円 ➠ １，５００円 に改定  ※規程改正 

 （総合内科、呼吸器内科、循環器内科、消化器内科、人工透析内科） 

 ※1,500 円は道内自治体病院の平均額 

□他科   ４００円で据え置き 

 

 

４．今後の予定 

 〇令和４年  ４〜６月  市民・患者へ周知 （広報えべつ、ＨＰ、院内掲示 等）   

 

〇令和４年  ７月 1日 改定 
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５．初診時選定療養費の徴収対象とならない初診患者 

○他の病院、医院などから紹介状を持参した患者 

○緊急その他やむを得ない事情がある場合 

 ・救急車で搬送された患者 

 ・生活保護、結核医療、医療扶助、自立支援医療、療育医療、特定疾患、難病などの国の公 

  費負担受給対象者 

 ・重度心身障がい者医療、乳幼児医療、ひとり親医療の受給対象者 

 ・休日当番病院時の患者 

 ・他医療機関において精密検査受診の指示を受けた患者 

 ・労働災害、公務災害、交通事故、自費診療の患者 

 ・当院に通院中の患者が、他の診療科を初診で受診する場合など（夜間救急も同様） 

 ・帰国者接触者外来、発熱外来の患者 

 

※初診患者のうちおよそ５２％が上記に該当し、見直し後も徴収対象外。 
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江
別

市
立

病
院

の
患

者
動

向
【
現

状
】

救
急

健
診

セ
ン

タ
ー

一
般

外
来

入
院

外
来

逆
紹

介

紹
介

江
別

市
立

病
院

市
内

診
療

所
内

科
２

２
、

外
科

６
脳

神
経

外
科

・
神

経
内

科
３

外
科

・
整

形
外

科
７

皮
膚

科
３

、
眼

科
７

耳
鼻

咽
喉

科
６

泌
尿

器
科

２
、

産
婦

人
科

１
心

療
内

科
・
精

神
科

３
合

計
６

０

札
幌

市
の

医
療

機
関
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『
紹

介
受

診
重

点
医

療
機

関
』
の

指
定

に
向

け
た

取
組

み
【
イ

メ
ー

ジ
】

救
急

健
診

セ
ン

タ
ー

一
般

外
来

体
制

強
化

（内
製

化
）

輪
番

制
構

築

選
定

療
養

費
の

引
上

げ
逆

紹
介

の
推

進

逆
紹

介
（
４

０
％

以
上

）

紹
介

（
５

０
％

以
上

）

①
「
返

書
」
の

着
実

な
実

施
②

逆
紹

介
の

積
極

的
推

進
③

開
放

型
病

床
の

導
入

④
専

門
外

来
の

充
実

⑤
が

ん
医

療
の

充
実

入
院

外
来

江
別

市
立

病
院

内
科

２
２

、
外

科
６

脳
神

経
外

科
・
神

経
内

科
３

外
科

・
整

形
外

科
７

皮
膚

科
３

、
眼

科
７

耳
鼻

咽
喉

科
６

泌
尿

器
科

２
、

産
婦

人
科

１
心

療
内

科
・
精

神
科

３
合

計
６

０
※

歯
科

医
院

５
９

市
内

診
療

所
・
歯

科
医

院

札
幌

市
の

医
療

機
関
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令和４年度医療情報システムの更新について 

 

 

１．経緯 

 江別市立病院の医療情報システム（電子カルテ及び部門システムの総称）は、平成２５年及び

２６年度に導入され、既に８年が経過している。 

 そのため近年サーバー停止等の不具合が発生しており、安定稼働による診療継続を確保するた

め、令和４年度に更新を予定している。 

 

 

２．更新計画 

 ・令和４年 ４月～      各部署ヒアリング、運用検討、契約締結、移行データ調整、 

システム構築 他 

  

・  〃 １０月～     部署リハーサル、サーバー等設置、クライアントＰＣ設置、 

操作研修 他 

  

・  〃 １２月～      データ移行、接続テスト 他 

 

 ・令和５年１月１日     新システム稼働 

 

 

３．新システム導入業者 

 令和４年１月１９日（水）３社によるプロポーザル方式による選定を行い、株式会社ソフトウ

ェア・サービスを優先交渉権者に決定した。 

 

 

４．更新費用（予算額）   約９億８千万円 

               ・令和４年度起債 

・６年度～１１年度償還（約１億６千３００万／年） 
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〇「未来医療創造基金」について 

 

１ 設置目的 
市立病院の診療体制の構築に向けて、医療従事者

の育成や医療の研究に資する。 

２ 
基金の額 

（令和４年４月時点） 

１３４，４１８千円 

（職員の給与削減額を原資として設置） 

３ 事業内容 

総合医と専門医が連携する診療体制を構築するた

め、研修医の育成支援や先進的な共同研究（市民

の健康寿命延伸、高齢者医療の充実など）を実施

する。 

４ 
基金の使い方 

（資金活用方法） 

上記事業内容の実施に必要となる経費（共同研究

のための講座の設置に係る費用等）に充当する。 

５ 令和４年度基金活用予定事業 
なし 

※活用に向け、医育大学と協議中 

６ その他 

基金の有効活用と持続的な拡充策の検討に向け、

職員のアイデアを募集中 

（「ミライのタネ」、「基金ハグクミ」） 
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令和４年４月２８日 

未来医療創造基⾦ 

市立病院が真に再建し発展していくためには、医療従事者の育成や医療の研究のために新たに設置した「未

来医療創造基金※」の有効活用と持続的な拡充策の検討が重要な課題と考えています。失敗を恐れず新しいこ

とに挑戦し続けるためにも、あなたのアイディアを聞かせてください。どんなネタでも私は受け止めます。 

                病院事業管理者 長谷部 直幸 

 ⻑⾕部プレゼンツ 

① ミライのタネ  
ⅰ）医師や看護師等の医療人材獲得につながる医療従事者育成のアイディア 

ⅱ）住民の健康寿命の延伸に資する大学や民間事業者との共同研究や共同事業のアイディア 

ⅲ）i)ii)に加えて、将来的な新たな展開を見据えて、より高い水準の医療サービスを提供し、 

かつ収益向上に貢献するためのアイディアなど 

例） 

・大学や民間企業と連携して、ウェアラブル端末を用いた予防医療の研究を行う。 

・市内飲食店等に健診メニューの自動販売機を設置し、健康が気になった瞬間に気軽に健診券を購入できるようにする。 

・ウィズコロナを見据えて感染症病棟に転換できる HCU を設置する。 

の 大募集！ 

② 基金ハグクミ  
ⅰ）基金を広く知ってもらうためのアイディア 

ⅱ）基金を持続的に運用するために幅広く寄付を募るアイディアなど 

例） 

・ミライのタネ事業ごとにクラウドファンディングを募る。 

・目的別ふるさと納税に設定し、返礼品又は返礼サービスとして○○を贈呈する。 

・健診のオプション追加の一部を基金に計上する。 

 

【応募の方法】  

・院内グループウェア（電子カルテ）の回覧板または、経営改善担当（加茂、富岡）までメールでご応募ください。 

・次の事項を記載のこと。（１）アイディアの内容、（２）アイディアの背景や理由、（３）アイディア実現に必要な事項 

・応募期間：令和４年４月２８日（木）～６月７日（火） 

・応募いただいた中から優秀なアイディアについては、クオカード１０００円～５０００円分を進呈します。 

（経営改善担当） 

 

※ 医療従事者の育成や医療の研究に資することを目的に設置（令和

４年３月議会で江別市基金条例改正）。当面は医育大学との共同研究等

に活用される予定であるが、新たな医療やサービスの創出など当院の
今後の展開も念頭に、寄付や病院事業収益からの積み増しにより永続

的な運用を検討している。 
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資
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つ
い

て
～

収
支

構
造

の
見

え
る

化
～
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経
営

形
態

の
移

行
に

係
る

課
題

【
江

別
市

立
病

院
の

役
割

と
あ

り
方

を
検

討
す

る
委

員
会

第
２

次
答

申
書

よ
り

】

(1
)

収
支

均
衡

の
実
現

〇
令

和
元

年
度

（
実

績
）

：
純

損
失

△
10
.
8億

円

〇
令

和
４

年
度

（
見

込
）

：
純

利
益

1.
7億

円
（

1
2.

5億
円

の
改

善
）

(2
) 

不
良

債
務

の
解
消

〇
令

和
元

年
度

（
実

績
）

：
不

良
債

務
残

高
10

.8
億

円

〇
令

和
４

年
度

（
見

込
）

：
不

良
債

務
残

高
3
.3

億
円

（
△

7.
5億

円
の

縮
減

）

(3
)

債
務

超
過

の
解
消

〇
令

和
元

年
度

（
実

績
）

：
債

務
超

過
額

1
1.

7億
円

〇
令

和
４

年
度

（
見

込
）

：
債

務
超

過
額

1.
7億

円
（

△
1
0.

0億
円

の
縮

減
）

◎
財

務
面

に
お

け
る
課

題
は

、
経

営
再

建
の

進
展

と
と

も
に

、
着

実
に

解
消
さ
れ

つ
つ

あ
る

。
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累
積

欠
損

金
の

処
理

に
つ

い
て

【
江

別
市

立
病

院
の

役
割

と
あ

り
方

を
検

討
す

る
委

員
会

参
考

資
料

よ
り

】

〇
累

積
欠

損
金

の
処
理

方
法

①
繰

越
利

益
剰

余
金

に
よ

る
補

填
②

利
益

積
立

金
の
取

崩
し

に
よ

る
補

填
③

資
本

剰
余

金
の
取

崩
し

に
よ

る
補

填
④

資
本

金
の

減
少
（

「
減

資
」

）
（

地
方

公
営

企
業

法
第

３
２

条
第

４
項
）

〇
江

別
市

立
病

院
の
状

況
収

支
均

衡
を

実
現
し

、
毎

年
度

利
益

を
生

み
出

す
中

で
、

累
積

欠
損

金
を
処
理

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
が

、
令
和

２
年

度
末

に
見

込
ま

れ
る

約
１

１
９

億
円

の
累

積
欠
損
金

を
毎

年
度

の
利

益
で

補
填

す
る
こ

と
は

、
現

実
的

に
は

困
難

。

バ
ラ

ン
ス

シ
ー

ト
の
改

善
に

向
け

て
、

「
減

資
」

に
よ

り
累

積
欠

損
金

を
圧
縮
し

た
う

え
で

、
利

益
の

計
上

（
収

支
均

衡
の

実
現

）
に

よ
る

、
累

積
欠

損
金

の
解

消
を

目
指
す
べ

き
で

は
な

い
か

。
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資
本

制
度

の
見

直
し

に
つ

い
て

【総
務

省
資

料
】
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資
本

金
の

額
の

減
少

に
つ

い
て

【
総

務
省

資
料

】
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減
資

制
度

に
つ

い
て

≪
減

資
が

必
要

に
な

る
場

合
≫

【「
地

方
公

営
企

業
会

計
制

度
等

研
究

会
報

告
書

」よ
り
】

〇
人

口
が

減
少

す
る
地

域
に

あ
り

、
サ

ー
ビ

ス
の

需
要

の
伸

び
が

今
後

見
込
め
な

い
こ

と
か

ら
、

事
業

を
統

廃
合

す
る

に
あ

た
り

、
除

却
等

さ
れ

る
現

物
資

産
を

一
般

会
計
に
納

付
す

る
場

合
〇

民
間

事
業

者
の

サ
ー

ビ
ス

提
供

能
力

の
高

ま
り

等
に

か
ん

が
み

、
民

間
事
業
者

の
有

効
活

用
等

の
観

点
か

ら
事
業

の
一

部
を

民
間

譲
渡

す
る

に
あ

た
り

、
当

該
譲

渡
に
係
る

譲
渡

益
（

現
金

）
を

一
般

会
計
に

納
付

す
る

場
合

〇
経

営
の

悪
化

等
に

よ
り

累
積

欠
損

金
が

増
大

し
た

た
め

、
こ

れ
を

資
本

金
の

減
少

に
よ

り
解

消
す

る
場

合
（

無
償

減
資

）

〇
一

般
会

計
繰

出
基
準

に
基

づ
く

「
出

資
」

は
、

建
設

改
良

の
た

め
の

企
業
債
償

還
に

充
当

さ
れ

、
そ

れ
に

よ
り
取

得
し

た
固

定
資

産
が

、
事

業
用

資
産

と
し

て
維

持
さ
れ
る

こ
と

が
想

定
さ

れ
て

い
る

。
〇

「
減

資
」

後
に

お
い

て
も

、
建

設
改

良
に

よ
り

取
得

し
た

固
定

資
産

（
事
業
用

資
産

）
は

、
引

き
続

き
、

維
持
さ

れ
る

。

〇
「減

資
」
に

よ
り

、
一

般
会

計
へ

の
財

政
的

な
影

響
や

、
市

民
サ

ー
ビ

ス
へ

の
影

響
は

、
生

じ
な

い
と

考
え

ら
え

る
。
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「
減

資
」の

目
的

～
収

支
構

造
の

見
え

る
化

～

〇
市

立
病

院
で

は
、
令

和
４

年
４

月
に

、
地

方
公

営
企

業
法
の

全
部

適
用

に
移

行
し

、
専

任
の

事
業
管

理
者

を
設

置
。

〇
地

方
公

営
企

業
法
の

全
部

適
用

へ
の

移
行

に
よ

り
、

組
織
運

営
で

の
自

律
性

、
柔

軟
性

が
高

ま
り
、

診
療

報
酬

の
改

定
や

医
療

制
度

の
変
更

に
対

す
る

迅
速

な
対

応
が

可
能

。

〇
新

た
な

経
営

体
制
（

地
方

公
営

企
業

法
の

全
部

適
用

）
の

も
と

に
お

い
て
、
解

消
す

べ
き

累
積

欠
損

金
の

規
模
を

明
確

に
す

る
た

め
、

「
減

資
」

を
実

施
す

る
。

〇
新

た
な

事
業

管
理
者

の
も

と
、

「
減

資
」

後
の

累
積

欠
損

金
を

早
期

に
解
消
し

、
財

務
基

盤
を

強
化

す
る

。

〇
財

務
面

に
お

け
る

諸
課

題
は

、
経

営
再

建
の

進
展

と
と

も
に

、
着

実
に

解
消

さ
れ

つ
つ

あ
る

。
〇

更
な

る
財

務
基

盤
の

強
化

に
向

け
て

は
、

収
支

構
造

を
「

見
え

る
化

」
し

、
貸

借
対

照
表

（
バ

ラ
ン

ス
シ

ー
ト

）
の

改
善

を
着

実
に

進
め

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

経
営
体

制
の

強
化

財
務
基

盤
の
強
化

－51－



累
積

欠
損

金
処

理
の

概
要

〇
「

減
資

」
に

よ
り
、

資
本

金
（

繰
入

資
本

金
）

を
取

り
崩

し
、

累
積

欠
損
金
の

補
て

ん
に

充
て

、
双

方
を

圧
縮
（

相
殺

）
す

る
。

※
資

本
金

の
う

ち
、
固

有
資

本
金

（
5
2,

28
7千

円
）

及
び

再
評

価
組

入
資

本
金
（

2
93

千
円

）
に

つ
い

て
は

、
特
別

な
性

格
を

有
す

る
こ

と
か

ら
、

今
回

の
「

減
資

」
に
よ
る

処
分

は
行

わ
な

い
も

の
と

す
る
。

資
本

金
資

本
剰

余
金

累
積

欠
損

金
（

未
処

理
欠

損
金

）

令
和

３
年

度
末

残
高

10
,9

19
,2

34
46

,5
78

△
11

,7
32

,7
84

令
和

３
年

度
処

分
額

△
10

,8
66

,6
54

0
10

,8
66

,6
54

処
分

後
残

高
52

,5
80

46
,5

78
△

8
6
6
,
1
3
0

（
単

位
：

千
円

）
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貸
借

対
照

表
（
バ

ラ
ン

ス
シ

ー
ト

）の
改

善
イ

メ
ー

ジ

〇
『

累
積

欠
損

金
の

早
期

解
消

』
を

、
経

営
上
の
重

要
課

題
と

し
て

位
置

付
け

、
経

営
再

建
の

取
組

を
着

実
に

進
め

る
。

〇
累

積
欠

損
金

の
解

消
後

も
、

純
利

益
を

持
続
的
に

計
上

し
、

資
本

を
積

み
上

げ
る

。
ま

た
、

一
般

会
計

借
入

金
の

着
実

な
返

済
と

一
時

借
入
金

残
高

の
縮

減
を

図
る

こ
と

で
、

負
債

を
圧

縮
し

、
財

務
基

盤
の

強
化

を
図

る
。

債
務
超

過
の

状
態

健
全
な

貸
借
対

照
表
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収
支

構
造

の
見

え
る

化
（一

般
会

計
繰

出
基

準
の

見
直

し
）

〇
建

設
改

良
費

に
対
す

る
一

般
会

計
繰

出
金

を
資

本
的

収
入

（
出

資
金

）
に
位
置

付
け

て
い

る
た

め
、

当
該

金
額
が

損
益

計
算

に
適

切
に

反
映

さ
れ

て
い

な
い

。
〇

こ
の

よ
う

な
取

扱
い

に
よ

り
、

資
本

金
（

繰
入

資
本

金
）

と
累

積
欠

損
金
の
双

方
が

過
大

な
金

額
と

な
る

こ
と
で

、
財

政
状

況
が

極
め

て
分

か
り

に
く

く
な

っ
て

い
る
。

〇
「

減
資

」
の

実
施
に

あ
わ

せ
、

公
費

負
担

を
含

め
た

収
支

構
造

の
明

確
化
（
見

え
る

化
）

を
図

る
た

め
、

建
設
改

良
費

に
係

る
繰

出
金

を
損

益
に

反
映

さ
せ

る
べ

く
、
所
用

の
見

直
し

を
行

う
。

※
建

設
改
良

に
対

す
る

繰
出
金

を
出

資
金
（

資
本
的
収

入
）
か

ら
負
担

金
（
収

益
的
収
入

）
に
見

直
す
。

な
お
、
減

価
償

却
期

間
（
５

０
年

）
と
企

業
債
償
還

期
間
（

３
０
年

）
に
差

が
あ
る
た

め
、
基

準
変

更
の
前
後

で
一

般
会

計
繰
出

金
の

総
額
に

変
更
が
生

じ
な
い

よ
う
、

必
要
な

調
整
を
行

う
（
資

本
費

平
準
化
）

。

〇
一

般
会

計
繰

出
金
を

「
減

価
償

却
費

」
に

充
当

さ
せ

る
こ

と
で

、
損

益
計
算
書

へ
当

該
金

額
が

適
切

に
反

映
さ
れ

る
よ

う
に

な
り

、
市

立
病

院
の

経
営

成
績

を
よ

り
明
確
に

で
き

る
。
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収
支

構
造

の
見

え
る

化
に

向
け

た
一

般
会

計
繰

出
基

準
見

直
し

の
イ

メ
ー

ジ
【現

状
】

病
院

事
業

会
計

繰
出

金
１

４
．

７
億

円
（

令
和

４
年

度
）

収
益

的
収

入
９

．
９

億
円

資
本

的
収

入
４

．
８

億
円

病
院

事
業

会
計

予
算

一
般

会
計

予
算

財
務

諸
表

（
病

院
）

損
益

計
算

書
〇

収
益

〇
費

用
…

◎
当

年
度

純
損

失
⇒

累
積

欠
損

金
が

拡
大

繰
入
資

本
金

企
業

債
（
資

本
的

支
出

）
に

充
当
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収
支

構
造

の
見

え
る

化
に

向
け

た
一

般
会

計
繰

出
基

準
見

直
し

の
イ

メ
ー

ジ
【見

直
し

後
】

病
院

事
業

会
計

繰
出

金
１

４
．

７
億

円
（

令
和

４
年

度
）

収
益

的
収

入
９

．
９

億
円

資
本

的
収

入
２

．
４

億
円

病
院

事
業

会
計

予
算

一
般

会
計

予
算

財
務

諸
表

（
病

院
）

損
益

計
算

書
〇

収
益

〇
費

用
…

●
減

価
償

却
費

（
3
.
9
億

円
）

◎
当

年
度

純
利

益

資
本

費
平

準
化

分

収
益

的
収

入
２

．
４

億
円

減
価

償
却

費
に

対
す

る
負

担
金

を
収

益
的

収
入

に
位

置
付

け
、

損
益

計
算

に
反

映
【
減

価
償

却
費

に
充

当
】
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【
参

考
①

】用
語

の
意

義

用
語

意
義

不
良

債
務

企
業

の
当

座
の

支
払

い
能

力
を

超
え

る
債

務
を

意
味

し
、

当
該

年
度

末
に

お
い

て
、

流
動

負
債

（
企

業
債

等
を

除
く
。

）
の

額
が

流
動

資
産

の
額

を
超

え
る

額
を

い
う

。

債
務

超
過

貸
借

対
照

表
に

お
い

て
、

負
債

が
資

産
を

超
え

て
い

る
状

態
。

累
積

欠
損

金
企

業
活

動
に

よ
っ

て
生

じ
た

各
年

度
の

欠
損

（
赤

字
）
が

累
積

さ
れ

た
も

の
。

返
済

義
務

の
あ

る
「
負

債
」
と

は
異

な
る

。

資
本

金
（
繰

入
資

本
金

）
一

般
会

計
か

ら
資

本
的

収
入

（
出

資
）
と

し
て

繰
出

し
を

受
け

た
金

額
が

累
積

さ
れ

た
も

の
。

な
お

、
民

間
企

業
で

は
、

資
本

金
は

負
債

の
担

保
と

し
て

の
機

能
を

持
つ

と
さ

れ
る

が
、

地
方

公
営

企
業

で
は

、
債

務
の

帰
属

主
体

は
地

方
公

共
団

体
そ

の
も

の
で

あ
る

た
め

、
負

債
の

担
保

と
し

て
の

機
能

は
ほ

と
ん

ど
な

い
。

⇒
資

本
金

の
額

が
経

営
へ

影
響

す
る

こ
と

は
、

ほ
ぼ

な
い

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。

減
資

地
方

公
営

企
業

の
経

営
の

あ
り

方
を

変
更

す
る

場
合

に
、

議
会

の
議

決
を

経
て

、
資

本
金

の
額

の
減

少
（
減

資
）
を

行
う

も
の

（
地

方
公

営
企

業
法

第
３

２
条

第
４

項
）
。
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【参
考

②
】
令

和
４

年
度

一
般

会
計

繰
入

金
内

訳
調

書
（
単

位
：
千

円
）
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